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このチュートリアルについて

以下のチュートリアルでは、DB2® Visual Explain のさまざまなフィーチャーを紹介
します。このチュートリアルのレッスンを完了すると、Visual Explain で、
EXPLAIN された SQL または XQuery ステートメントのアクセス・プランをグラ
フで表示する方法を学習できます。

さらに、グラフからの情報を使用して、SQL 照会のパフォーマンスを向上させるこ
とができます。

データベース・マネージャーはオプティマイザー を使用して、提供された SQL 照
会を検証し、最適なデータ・アクセス方法を決定します。このデータへのパスを、
アクセス・プランと呼びます。Visual Explain では、特定の照会を実行するためにオ
プティマイザーにより選択されたアクセス・プランを参照することができます。ア
クセス・プランは、Visual Explain でグラフとして表示できます。グラフは、照会で
使用するデータベース・オブジェクト (たとえば、表や索引) のビジュアル表示で
す。さらに、グラフにはこれらのオブジェクトに対して実行する操作 (たとえば、
スキャン操作やソート操作)、およびデータの流れも表現されます。

以下のチューニング・アクティビティーの一部または全部を実行することにより、
照会でのデータ・アクセス効率を向上させることができます。

1. 表の設計を調整し、表データを再編成する。

2. 適切な索引を作成する。

3. RUNSTATS コマンドを使用して、オプティマイザーに現在の統計を提供する。

4. 適切な構成パラメーターを選択する。

5. 適切なバインド・オプションを選択する。

6. 必要なデータだけを検索するように照会を設計する。

7. アクセス・プランを処理する。

8. EXPLAIN スナップショットを作成する。

9. アクセス・プラン・グラフを使用してアクセス・プランを改善する。

これらのパフォーマンス関連のアクティビティーは、次の図に対応しています。
(破線は、Visual Explain で必要なアクションを示しています。)
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学習目標

チュートリアルでは、以下のレッスンを学習します。

v EXPLAIN スナップショットの作成。 EXPLAIN スナップショットは、アクセ
ス・プラン・グラフを表示するのに必要です。

v アクセス・プラン・グラフの表示および操作。

v チューニング・アクティビティーの実行、およびそれらのアクティビティーがア
クセス・プランに与える影響の判別。

注: パフォーマンスのチューニングは、単一パーティション・データベース環境
のためのレッスンと、パーティション・データベース環境のためのレッスンに分
けられています。

一連のレッスンでは、提供される SAMPLE データベースを使用します。これがま
だ作成されていない場合は、DB2 インフォメーション・センター の、SAMPLE デ
ータベースのインストールについてのセクションを参照してください。

所要時間

このチュートリアルは、約 60 分で終了するはずです。このチュートリアルに関連
した他の概念を検討する場合には、完了するまでにさらに時間がかかる場合もあり
ます。

スキル・レベル

上級

対象者

SQL 照会のチューニングを担当するデータベース管理者またはアプリケーション開
発者。

vi Visual Explain チュートリアル



環境に固有の情報

このアイコンでマークされた情報は、単一パーティション・データベース環境
のみに関係があります。

このアイコンでマークされた情報は、パーティション・データベース環境のみ
に関係があります。

このチュートリアルについて vii
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第 1 部 Visual Explain チュートリアル

Visual Explain では、EXPLAIN された SQL または XQuery ステートメントのアク
セス・プラン をグラフとして表示することができます。

グラフの情報を使い、以下のタスクを行うことにより、照会を調整できます。

v 最適化時に使用された統計を表示する。これらの統計を現在のカタログ統計と比
較し、パッケージの再バインドでパフォーマンスを向上できるかどうかを決定す
るのに役立ちます。

v 表へのアクセスに索引が使用されたかどうかを判別する。索引が使用されなかっ
た場合、Visual Explain はどの列に索引を付けるとよいかを判断する助けになり
ます。

v 照会のアクセス・プラン・グラフの前と後のバージョンを比較して、さまざまな
タイプの調整を実行した際の効果を表示する。

v 見積コストの合計および検索された行の数 (カーディナリティー) を含む、 69ペ
ージの『アクセス・プラン』でのそれぞれの操作に関する情報を入手する。

以下の図では、DB2 オプティマイザーと、コントロール・センターから呼び出され
た Visual Explain との間の相互作用を示します。 (破線は、Visual Explain で必要な
アクションを示しています。)

Visual Explain の使用法を学習するには、Visual Explain チュートリアルについてに
あるシナリオを進めていくことができます。

前提条件

v SQL ステートメントまたは XQuery ステートメントを動的に EXPLAIN するに
は、EXPLAIN 表に対する INSERT 特権が最低限必要とされます。EXPLAIN 表
が存在しない場合には、SQL ステートメントまたは XQuery ステートメントの
EXPLAIN 時に作成されます。

© Copyright IBM Corp. 2002, 2007 1



v 統計を含め、EXPLAIN されたステートメントの詳細を表示するには、EXPLAIN

表とシステム・カタログ表の両方に対する SELECT 特権が最低限必要です。

v EXPLAIN されたステートメントを変更するには、最低限、EXPLAIN 表に対する
UPDATE 特権が必要です。

v EXPLAIN されたステートメントを除去するには、最低限、EXPLAIN 表に対する
DELETE 特権が必要です。

Visual Explain を開始するには:

v コントロール・センターから、データベース名を右クリックし、「EXPLAIN さ
れたステートメント履歴の表示」または「照会の EXPLAIN」のいずれかを選択
します。

v コマンド・エディターから、「対話式」ページまたは「スクリプト」ページで、
EXPLAIN 可能ステートメントを実行します。

v Query Patroller から、「管理対象照会プロパティー」ノートブックまたは「履歴
照会プロパティー」ノートブックで、「アクセス・プランの表示」をクリックし
ます。

トラブルシューティングのヒント

v 90ページの『LONGDATACOMPAT を使用しているときにアクセス・プランを
検索する』

v 91ページの『以前および後続のリリースの Visual Explain サポート』
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第 1 章 レッスン 1. EXPLAIN スナップショットの作成

EXPLAIN スナップショットを作成すると、SQL または XQuery ステートメントの
構造と、予想される実行パフォーマンスを理解することができます。

SQL EXPLAIN 機能は、静的または動的 SQL または XQuery ステートメントをコ
ンパイルする環境に関する情報を収集するときに使用します。収集した情報を利用
すると、SQL または XQuery ステートメントの構造と、予想される実行パフォーマ
ンスを理解することができます。 EXPLAIN スナップショットは、 SQL または
XQuery ステートメントが EXPLAIN されたときに収集された情報を圧縮したもの
です。これは EXPLAIN_STATEMENT 表にバイナリー・ラージ・オブジェクト
(BLOB) として保管され、以下の情報が入っています。

v アクセス・プランの内部表記。これには、演算子とアクセスされる表および索引
が含まれます。

v オプティマイザーが使用する決定の基準。これには、データベース・オブジェク
トの統計と各操作のコストの累計が含まれます。

アクセス・プラン・グラフを表示するには、 Visual Explain で、EXPLAIN スナッ
プショットに格納された情報が必要です。

EXPLAIN 表の作成
このセクションでは、EXPLAIN 表の作成方法を具体的に説明します。

EXPLAIN スナップショットを作成するには、使用するユーザー ID 用の以下の
EXPLAIN 表が存在することを確認する必要があります。

v EXPLAIN_INSTANCE

v EXPLAIN_STATEMENT

これらが存在することを調べるには、 list tables コマンドを使用してください。こ
れらの表が存在しないときは、以下の手順でこれらの表を作成する必要がありま
す。

1. DB2 データベース・マネージャーがまだ開始されていない場合、db2start コマ
ンドを発行します。

2. CLP プロンプトから、使用するデータベースに接続します。
このチュートリアルでは、connect to sample コマンドを使用して SAMPLE デ
ータベースに接続します。

3. サンプル・コマンド・ファイル（EXPLAIN.DDL ファイル）を使用して、
EXPLAIN 表を作成します。このファイルは、sqllib¥misc ディレクトリーにあり
ます。
このコマンド・ファイルを実行するには、このディレクトリーで db2 -tf
EXPLAIN.DDL コマンドを実行してください。このコマンド・ファイルは、接
続したユーザー ID を接頭部に持つ EXPLAIN 表を作成します。このユーザー
ID には、データベースに対する CREATETAB 特権か、 SYSADM または
DBADM 権限がなければなりません。
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注: バージョン 9 では、「EXPLAIN されたステートメント履歴」ウィンドウ
に、SYSTOOLS スキーマおよび現在の許可 ID のスキーマの両方からの
EXPLAIN されたレコードが表示されます。 Visual Explain によって
SYSTOOLS レコードを検索し、それらを「EXPLAIN されたステートメント履
歴」ウィンドウに表示するには、SYSTOOLS Explain 表に対する読み取り特権が
なければなりません。読み取りアクセス権がない場合、それらのレコードは表示
されません。また、DB2 データベース・マネージャーの以前のバージョンから
マイグレーションした場合は、EXPLAIN 表をマイグレーションするために
db2exmig を実行する必要があります。

EXPLAIN スナップショットの使用
このセクションでは、EXPLAIN スナップショットの使用方法を具体的に説明しま
す。

Visual Explain について学習するために、4 つのサンプル・スナップショットが提供
されています。以下のセクションでは、独自のスナップショットの作成について説
明しますが、このチュートリアルで学習するために独自のスナップショットを作成
する必要は必ずしもありません。

v 動的 SQL または XQuery ステートメント用の EXPLAIN スナップショットの作
成

v 静的 SQL または XQuery ステートメント用の EXPLAIN スナップショットの作
成

サンプル・スナップショットで使用する照会は、給与額が、管理者の給与の最高額
の 90% を超えているすべての非管理者従業員の名前、部門、給与額をリストしま
す。

SELECT S.ID,S.NAME,O.DEPTNAME,SALARY+COMM
FROM ORG O, STAFF S
WHERE
O.DEPTNUM = S.DEPT AND
S.JOB <> ’Mgr’ AND
S.SALARY+S.COMM > ALL (SELECT ST.SALARY*.9

FROM STAFF ST
WHERE ST.JOB=’Mgr’)

上の照会は、以下の 2 つの部分から構成されています。

1. 副照会 (括弧で囲まれた部分) では、各管理者の給与の 90% の値が記述された
データの行が生成されます。副照会の修飾子は ALL で定義されているため、こ
の表の最大値だけが取得されます。

2. 主照会では、部門番号が等しく、JOB 値が ’Mgr’ ではなく、給与と歩合を合計
した額が副照会の戻り値より大きい ORG 表の行と STAFF 表の行が結合されま
す。

主照会には、以下の 3 つの述部が含まれています。

1. O.DEPTNUMB = S.DEPT
2. S.JOB <> ’Mgr’
3. S.SALARY+S.COMM > ALL (SELECT ST.SALARY*.9

FROM STAFF ST
WHERE ST.JOB=’Mgr’)

これらの述部は、以下のものを表します。
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1. 部門番号が同等の行で ORG 表と STAFF 表を結合するための結合述部

2. STAFF 表の JOB 列に対するローカル述部

3. 副照会の結果を使用する STAFF 表の SALARY 列と COMM 列に対するローカ
ル述部。

サンプル・スナップショットをロードするには、以下の手順に従ってください。

1. データベース・マネージャーがまだ開始されていない場合、db2start コマンドを
発行します。

2. EXPLAIN 表がデータベースに存在していることを確認します。
EXPLAIN 表を作成する場合は、EXPLAIN 表の作成の指示に従ってください。

3. 使用するデータベースに接続します。
このチュートリアルでは、SAMPLE データベースに接続します。 SAMPLE デ
ータベースに接続するには、CLP プロンプトで connect to sample コマンドを
発行します。これがまだ作成されていない場合は、DB2 インフォメーション・
センター の、SAMPLE データベースのインストールについてのセクションを参
照してください。

4. 定義済みのスナップショットをインポートするには、DB2 コマンド・ファイル
VESAMPL.DDL を実行します。

v このファイルは、 sqllib¥samples¥ve ディレクトリーにあります。

v このファイルは、sqllib¥samples¥ve¥inter ディレクトリーにあります。

このコマンド・ファイルを実行するには、このディレクトリーで db2 -tf
vesampl.ddl コマンドを実行します。

v このコマンド・ファイルを実行するには、 EXPLAIN 表を作成したときと同
じユーザー ID を使用する必要があります。

v このコマンド・ファイルは、定義済みスナップショットのインポートだけを実
行します。表やデータの作成は行いません。 SAMPLE データベースの表およ
びデータに対して、後述のチューニング・アクティビティー (たとえば、
CREATE INDEX および runstats) を実行します。

これで、アクセス・プラン・グラフを表示および使用するための準備ができまし
た。

動的 SQL または XQuery ステートメント用の EXPLAIN スナップショッ
トの作成

このレッスンでは、動的 SQL または XQuery ステートメント用の EXPLAIN スナ
ップショットを作成する方法の概要を説明しています。

注: このセクションに記載されている EXPLAIN スナップショットの作成に関する
情報は、参照用として提供されています。ただし実際には、サンプルの EXPLAIN

スナップショットが提供されているため、チュートリアルでの学習を進めるのにこ
のタスクを完了する必要はありません。

動的 SQL または XQuery ステートメントに関する Explain スナップショットを作
成するには、以下の手順に従ってください。
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1. データベース・マネージャーがまだ開始されていない場合、db2start コマンドを
発行します。

2. EXPLAIN 表がデータベースに存在していることを確認します。
3ページの『EXPLAIN 表の作成』の指示に従ってください。

3. CLP プロンプトから、使用するデータベースに接続します。
たとえば、SAMPLE データベースに接続するには、 connect to sample コマン
ドを実行します。 SAMPLE データベースを作成するには、DB2 インフォメーシ
ョン・センター の、SAMPLE データベースのインストールについてのセクショ
ンを参照してください。

4. CLP プロンプトで以下のコマンドのいずれかを実行して、動的 SQL または
XQuery ステートメントの EXPLAIN スナップショットを作成します。

v SQL または XQuery ステートメントを実行せずに EXPLAIN スナップショッ
トを作成するには、 set current explain snapshot=explain コマンドを実行しま
す。

v EXPLAIN スナップショットを作成して SQL または XQuery ステートメント
を実行するには、 set current explain snapshot=yes コマンドを実行します。

このコマンドは、Explain 特殊レジスターを設定します。この設定を行うと、後
続のすべての SQL または XQuery ステートメントが影響を受けます。詳しく
は、CURRENT EXPLAIN SNAPSHOT 特殊レジスター、および SET CURRENT

EXPLAIN SNAPSHOT ステートメントを参照してください。

5. CLP プロンプトで、SQL または XQuery ステートメントを実行します。

6. スナップショットのアクセス・プラン・グラフを表示するには、「EXPLAIN さ
れたステートメント履歴」ウィンドウを最新表示し (コントロール・センターか
ら使用可能)、スナップショットをダブルクリックします。

7. オプション。スナップショット機能をオフにするには、SQL または XQuery ス
テートメントを実行した後で、 set current explain snapshot=no コマンドを実行
します。

静的 SQL または XQuery ステートメント用の EXPLAIN スナップショッ
トの作成

このレッスンでは、静的 SQL または XQuery ステートメント用の EXPLAIN スナ
ップショットを作成する方法の概要を説明しています。

注: このセクションに記載されている EXPLAIN スナップショットの作成に関する
情報は、参照用として提供されています。ただし実際には、サンプルの EXPLAIN

スナップショットが提供されているため、チュートリアルでの学習を進めるのにこ
のタスクを完了する必要はありません。

静的 SQL または XQuery ステートメントに関する Explain スナップショット を作
成するには、以下の手順に従ってください。

1. データベース・マネージャーがまだ開始されていない場合、db2start コマンドを
発行します。

2. EXPLAIN 表がデータベースに存在していることを確認します。
3ページの『EXPLAIN 表の作成』の指示に従ってください。

6 Visual Explain チュートリアル



3. CLP プロンプトから、使用するデータベースに接続します。
たとえば、SAMPLE データベースに接続するには、 connect to sample コマン
ドを実行します。

4. アプリケーションをバインドまたは PREPARE するときに EXPLSNAP オプシ
ョンを指定して、静的 SQL または XQuery ステートメント用の EXPLAIN ス
ナップショットを作成します。
たとえば、bind your file explsnap yes コマンドを実行します。

5. オプション。スナップショットのアクセス・プラン・グラフを表示するには、
「EXPLAIN されたステートメント履歴」ウィンドウを最新表示し (コントロー
ル・センターから使用可能)、スナップショットをダブルクリックします。

EXPLSNAP オプションの使用方法については、『バインドに関する考慮事項』、
CURRENT EXPLAIN SNAPSHOT 特殊レジスター、BIND コマンドと REBIND コ
マンド、および EXPLAIN ステートメントを参照してください。

次のステップ
レッスン 2 に進みます。

「レッスン 2. アクセス・プラン・グラフの表示および使用」では、アクセス・プラ
ン・グラフを表示してその内容を理解する方法について学習します。
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第 2 章 レッスン 2. アクセス・プラン・グラフの表示および使用

このレッスンでは、「アクセス・プラン・グラフ」ウィンドウを使用して、アクセ
ス・プラン・グラフを表示および使用します。

アクセス・プラン・グラフは、アクセス・プランのグラフィカル表現です。アクセ
ス・プラン・グラフでは、以下の情報を表示できます。

v 表 (およびそれに関連する列) と索引

v 演算子 (表スキャン、ソート、および結合など)

v 表スペースおよび関数

アクセス・プラン・グラフは、以下の方法で表示することができます。

v すでに EXPLAIN されたステートメントのリストから選択する。

v パッケージに含まれている EXPLAIN 可能ステートメントのリストから選択す
る。

v SQL または XQuery ステートメントを動的に Explain する。

ここでは、レッスン 1 でロードしたサンプルの EXPLAIN スナップショット用のア
クセス・プラン・グラフを操作するため、すでに EXPLAIN されたステートメント
のリストから選択します。アクセス・プラン・グラフを表示する他の方法について
は、 Visual Explain のヘルプを参照してください。

すでに EXPLAIN された SQL または XQuery ステートメントのリストか
らアクセス・プラン・グラフを選択して表示する

グラフは下から上の方向で読み取ります。照会の最初のステップがグラフの一番下
にリストされ、 最後のステップが一番上にリストされます。

すでに EXPLAIN されたステートメントのリストからアクセス・プラン・グラフを
選択して、グラフを表示するには、以下の手順に従ってください。

1. コントロール・センターで、SAMPLE データベースが表示されるまでオブジェ
クト・ツリーを展開します。

2. データベースを右クリックし、ポップアップ・メニューから「EXPLAIN された
ステートメント履歴の表示 (Show explained statements history)」を選択しま
す。
「EXPLAIN されたステートメント履歴」ウィンドウがオープンします。

3. アクセス・プラン・グラフを表示できるのは、 EXPLAIN スナップショットが定
義されているステートメントだけです。該当するステートメントは、Explain
Snapshot 列の YES 値で識別できます。 Query Number 1 という名前の項目を
ダブルクリックします (Query Number 列が見つからない場合は、画面を右にス
クロールしてください)。
ステートメントの「アクセス・プラン・グラフ」ウィンドウがオープンします。
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アクセス・プラン・グラフ内の記号の読み取り
アクセス・プラン・グラフには、アクセス・プランの構造がツリー形式で表示され
ます。

ツリーのノード は、以下のものを表しています。

v 表。長方形で表示される。

v 索引。ひし形で表示される。

v 演算子 (八角形で示される)。 TQ 演算子。平行四辺形で表示される。

v 表関数 (6 角形)

演算子の場合、演算子タイプの右の大括弧で囲まれた数値は、各ノードの固有 ID

を表します。演算子タイプの下の数値は、累積コスト です。

ズーム・スライダーを使用してグラフの部分を拡大する
このセクションでは、ズーム・スライダーを使用してグラフの一部を拡大する方法
の概要を説明します。

アクセス・プラン・グラフを表示すると、グラフ全体が表示されるため、ノードが
小さすぎて区別できないことがあります。

「アクセス・プラン・グラフ」ウィンドウでは、ズーム・スライダーを使用して、
グラフの各部を拡大することができます。手順は以下のとおりです。

1. グラフの左側のズーム・スライダー・バー内の、小さなスクロール・ボックスの
上にマウス・ポインターを移動します。

2. スライダーを左マウス・ボタンで押したままドラッグし、グラフの拡大率が適切
になるように調整します。

グラフの別の部分を表示するには、スクロール・バーを使用します。

大きくて複雑なアクセス・プラン・グラフを表示するには、「グラフ概説」ウィ
ンドウを使用します。このウィンドウを使用することで、グラフのどの部分を表
示しているのかがわかり、グラフをズームインしたりスクロールしたりもできま
す。ズーム・ボックス内のセクションはアクセス・プランに表示されます。
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グラフをスクロールするには、「グラフ概説」ウィンドウの強調表示域にマウ
ス・ポインターを置き、マウス・ボタン 1 を押したまま、アクセス・グラフの
表示したい部分までマウスを移動します。

グラフ内のオブジェクトに関する詳細の取得
このセクションは、アクセス・プラン・グラフで、オブジェクトに関する詳細情報
にアクセスする方法を示します。

アクセス・プラン・グラフでは、オブジェクトに関する詳細情報にアクセスできま
す。
以下の情報を表示できます。

v 以下のオブジェクトに関するシステム・カタログ統計。

– 表、索引、および表関数

– コスト、プロパティー、入力引数など、演算子に関する情報

– 組み込み関数またはユーザー定義関数

– 表スペース

– SQL または XQuery ステートメントで参照される列

v 構成パラメーターおよびバインド・オプション (最適化パラメーター)に関する情
報。

表、索引、および表関数に関する統計の取得

グラフに含まれている単一表 (長方形)、索引 (ひし形)、または表関数 (6 角形) に
関するカタログ統計を表示するには、対応するノードをダブルクリックします。選
択されたオブジェクトに関する「統計 (Statistics)」ウィンドウがオープンし、スナッ
プショットの作成時に有効だった統計や現在システム・カタログ表に存在している
統計に関する情報が表示されます。

複数 の表、索引、または表関数に関するカタログ統計をグラフに表示するには、そ
れぞれをクリックし (これにより強調表示になります)、「ノード」->「統計の表
示」を選択します。選択されたオブジェクトごとに、「統計 (Statistics)」ウィンドウ
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がオープンします。 (ウィンドウは重なっている場合があります。全てのウィンド
ウにアクセスするには、ドラッグ・アンド・ドロップする必要があるかもしれませ
ん。)

EXPLAIN 時の情報列の STATS_TIME 項目の値が「更新されていない統計
(Statistics not updated)」になっている場合、オプティマイザーがアクセス・プランを
作成した時点で統計は存在していなかったことを示します。この場合、アクセス・
プランを作成するのに特定の統計が必要になると、デフォルトの統計が使用されて
います。オプティマイザーでデフォルトの統計が使用された場合は、Explain 時の
情報列の下に 「デフォルト (default)」 が表示されます。

グラフ内の演算子に関する詳細の取得

単一の演算子 (8 角形) に関するカタログ統計を表示するには、演算子のノードをダ
ブルクリックします。選択した演算子ごとに「演算子 (Operator)」ウィンドウがオー
プンし、以下の情報が表示されます。

v 推定累積コスト (I/O、CPU 命令、合計コスト)

v これまでのカーディナリティー (検索される行の推定数)

v プラン中に、アクセスまたは結合された表。

v それらの表で、すでにアクセスされた列。

v すでに適用された述部 (推定される 選択度を含む)

v 各演算子の入力引数。

複数 の演算子の詳細を表示するには、それぞれをクリックし (これにより強調表示
になります)、「ノード」->「詳細表示」を選択します。選択されたオブジェクトご
とに、「統計 (Statistics)」ウィンドウがオープンします。 (これらのウィンドウは積
み重なっている場合があります。ウィンドウにアクセスするには、ウィンドウをド
ラッグ・アンド・ドロップする必要があるかもしれません。)

関数に関する統計の取得

組み込み関数およびユーザー定義関数に関するカタログ統計を表示するには、「ス
テートメント」->「統計の表示」->「関数」を選択します。「関数」ウィンドウに
表示されるリストから 1 つ以上の項目を選択してください。選択した関数ごとに、
「関数統計」ウィンドウがオープンします。

表スペースに関する統計の取得

表スペースのカタログ統計を表示するには、「ステートメント」->「統計の表
示」->「表スペース」を選択します。「表スペース」ウィンドウに表示されるリス
トから 1 つ以上の項目を選択してください。選択した表スペースごとに「表スペー
ス統計」ウィンドウがオープンします。

SQL または XQuery ステートメント内の列に関する統計の取得

SQL または XQuery ステートメントで参照される列に関する統計を取得するには、
以下のようにします。
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1. アクセス・プラン・グラフで表をダブルクリックします。「表統計」ウィンドウ
がオープンします。

2. 「参照列 (Referenced Columns)」プッシュボタンをクリックします。「参照
列」ウィンドウがオープンし、表の列がリストされます。

3. リストから 1 つ以上の列を選択します。選択した列ごとに「参照列統計」ウィ
ンドウがオープンします。

構成パラメーターおよびバインド・オプションに関する情報の取得

構成パラメーターおよびバインド・オプション (最適化パラメーター) に関する情報
を表示するには、「アクセス・プラン・グラフ」ウィンドウで「ステートメン
ト」->「最適化パラメーターの表示」を選択します。「最適化パラメーター」ウィ
ンドウがオープンし、スナップショットの作成時に有効だったパラメーター値や現
行値に関する情報が表示されます。

グラフの外観の変更
このセクションでは、グラフの外観を変更するために必要なステップの概要を説明
します。

グラフの外観を変更するには、以下の手順に従ってください。

1. 「アクセス・プラン・グラフ」ウィンドウで、「表示 (View)」 ->「設定
(Settings)」を選択します。 「アクセス・プラン・グラフ設定」ノートブックが
オープンします。

2. 背景色を変更するには、「グラフ (Graph)」タブを選択します。

3. さまざまな演算子の色を変更するには、「基本 (Basic)」、「拡張 (Extend)」、
「更新 (Update)」、「その他 (Miscellaneous)」タブを選択します。

4. 表、索引、表関数ノードの色を変更するには、「オペランド (Operand)」タブを
選択します。

5. 演算子ノードに表示する情報 (コスト のタイプ、またはこれまでに戻された行
数の推定数を表すカーディナリティー) を指定するには、「演算子」タブを選択
します。

6. 表ノードにスキーマ名またはユーザー ID のどちらを表示するかを指定するに
は、「オペランド (Operand)」タブを選択します。

7. ノードを 2 次元で表示するか 3 次元で表示するかを指定するには、「ノード
(Node)」タブを選択します。

8. 選択したオプションでグラフを更新し、設定を保管するには、「適用」をクリッ
クします。

次のステップ
レッスン 3 または 4 に進みます。

単一パーティション・データベース環境で操作している場合は、 15ページの『第
3 章 レッスン 3. 単一パーティション・データベース環境でアクセス・プランを改
善する』に進み、さまざまなチューニング・アクティビティーによりアクセス・プ
ランがどのように変化および向上するかを学習します。
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パーティション・データベース環境で操作している場合は、 35ページの『第 4 章
レッスン 4. パーティション・データベース環境でのアクセス・プランの改善』に進
み、さまざまなチューニング・アクティビティーによりアクセス・プランがどのよ
うに変化および向上するかを学習します。
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第 3 章 レッスン 3. 単一パーティション・データベース環境でア
クセス・プランを改善する

このレッスンでは、さまざまなチューニング・アクティビティーを実行したとき
に、基本照会のアクセス・プランと関連ウィンドウがどのように変化するかを学習
します。

RUNSTATS コマンドを実行したり適切な索引を追加すると、どんな単純な照会で
もアクセス・プランの推定合計コストが向上することを、一連の例と図により学習
します。

Visual Explain を使いこなせば、様々な方法でも照会をチューニングすることができ
るようになります。

アクセス・プラン・グラフでの作業

4 つのサンプル EXPLAIN スナップショットを使用して、チューニングがデータベ
ース・パフォーマンスの重要な部分であることを学習します。

EXPLAIN スナップショットに関連付けられた照会には、1 から 4 までの番号が付
けられています。どの照会も同じ SQL または XQuery ステートメント (レッスン
1 を参照) を使用します。

SELECT S.ID,S.NAME,O.DEPTNAME,SALARY+COMM
FROM ORG O, STAFF S
WHERE
O.DEPTNUMB = S.DEPT AND
S.JOB <> ’Mgr’ AND
S.SALARY+S.COMM > ALL ( SELECT ST.SALARY*.9

FROM STAFF ST
WHERE ST.JOB=’Mgr’ )

ただし、それぞれの照会では、それ以前に実行した照会よりも多くのチューニング
技法を使用します。

たとえば、Query 1 ではパフォーマンスのチューニングを実行しませんでしたが、
Query 4 ではチューニングを最も多く実行しました。それぞれの照会の違いは、以
下のとおりです。

Query 1
索引または統計を使用しない照会の実行
Query 2
照会での表および索引の現在の統計の収集
Query 3
照会で複数の表を結合するために使用される列に対する索引の作成
Query 4
表の列に対する追加の索引の作成

© Copyright IBM Corp. 2002, 2007 15



単一パーティション・データベース環境における索引および統計を使用しな
い照会の実行

この例では、索引または統計を使用しない SQL 照会のためにアクセス・プランを
作成しました。

この照会 (Query 1) のアクセス・プラン・グラフを表示するには、以下の手順に従
ってください。

1. コントロール・センターで、SAMPLE データベースが表示されるまでオブジェ
クト・ツリーを展開します。

2. データベースを右クリックし、ポップアップ・メニューから「EXPLAIN された
ステートメント履歴の表示 (Show explained statements history)」を選択しま
す。
「EXPLAIN されたステートメント履歴」ウィンドウがオープンします。

3. Query Number 1 という名前の項目をダブルクリックします (Query Number 列
が見つからない場合は、画面を右にスクロールしてください)。
ステートメントの「アクセス・プラン・グラフ」ウィンドウがオープンします。
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以下の質問に答えることにより、照会を改善する方法を学習します。

1. 照会で使用する各表の最新統計が存在していますか?

照会で参照する各表の最新の統計が存在しているかどうかを確認するには、アク
セス・プラン・グラフでそれぞれの表ノードをダブルクリックします。「表統
計」ウィンドウがオープンし、スナップショットの作成時に統計が収集されてい
なかった場合には、EXPLAIN 時の情報列の STATS_TIME 行に、「更新され
ていない統計」という言葉が表示されます。

最新の統計が存在していない場合、オプティマイザーはデフォルトの統計を使用
しますが、この統計は実際の統計とは異なる可能性があります。「表統計」ウィ
ンドウの EXPLAIN 時の情報列に「デフォルト」という語が表示されている場
合、デフォルトの統計が使用されたことを示します。
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ORG 表に関する「表統計」ウィンドウの情報を見ると、オプティマイザーでデ
フォルトの統計が使用されたことがわかります (EXPLAIN 時の情報の隣の値が
そのことを表している)。スナップショットを作成したときに実際の統計は使用
可能でなかったため (STATS_TIME 行の値がそのことを表している)、デフォル
トの統計が使用されました。

2. アクセス・プランでは、データへの最適なアクセス方法が使用されていますか?

このアクセス・プランには、索引スキャンではなく表スキャンが含まれていま
す。表スキャンは八角形で表示されており、 62ページの『TBSCAN 演算子』
というラベルが付けられています。索引スキャンが使用された場合、索引スキャ
ンはひし形で表示され、 59ページの『IXSCAN』 というラベルが付けられま
す。抽出するデータの量が少ない場合は、表スキャンを実行するより、表に対し
て作成された索引を使用した方がコスト効率が向上します。

3. このアクセス・プランの効果性はどれほどですか?

アクセス・プランの効果を評価するには、アクセス・プランが実際の統計に基づ
いていなければなりません。このアクセス・プランでは、オプティマイザーがデ
フォルトの統計を使用しているため、プランの効果を評価することはできませ
ん。

通常は、後で変更済みのアクセス・プランと比較できるように、アクセス・プラ
ンの合計見積 71ページの『コスト』を書き留めておく必要があります。なお、
各ノードでリストされているコストは、照会の最初のステップからそのノードま
で (ノード自体を含む) の累積値です。
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「アクセス・プラン・グラフ」ウィンドウでは、グラフの先頭の RETURN (1)
に示されているとおり、合計コストは約 1,067 timeron です。推定合計コスト
は、ウィンドウの最上部にも表示されます。

次のステップ
Query 2 に進みます。

Query 2 では、runstats を実行した後の、基本照会用のアクセス・プランを検証しま
す。 runstats コマンドを実行すると、照会で参照するすべての表に関する現在の統
計がオプティマイザーに提供されます。
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単一パーティション・データベース環境における runstats を使用した表お
よび索引の現在の統計の収集

この例では、runstats コマンドを実行して現在の統計を収集し、Query 1 で説明した
アクセス・プランを基にしたアクセス・プランを作成します。

runstats コマンドを使用して、表および索引に関する現在の統計を収集することを、
強くお勧めします。最後に runstats コマンドを実行してから、大きな更新アクティ
ビティーが発生した場合や新しい索引が作成されている場合は特にその必要があり
ます。これにより、オプティマイザーは最も正確な情報に基づいて、最も効果的な
アクセス・プランを決定できます。現在の統計を利用できないと、オプティマイザ
ーは不正確なデフォルト統計に基づいて効率的でないアクセス・プランを選択して
しまう可能性があります。

表の更新を行った後 で、 runstats を使用するようにしてください。そうしないと、
オプティマイザーが表を空とみなす可能性があります。この問題は、「オペレータ
ー詳細 (Operator Details)」ウィンドウのカーディナリティーが 0 である場合に明ら
かとなります。この場合、表更新を完了してから、 runstats コマンドを再実行し、
関係する表の EXPLAIN スナップショットを再作成してください。

この照会 (Query 2) のアクセス・プラン・グラフを表示するには、「EXPLAIN さ
れたステートメント履歴」ウィンドウで、Query Number 2 という名前の項目をダブ
ルクリックします。このようにステートメントを実行するための「アクセス・プラ
ン・グラフ」ウィンドウがオープンします。
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以下の質問に答えることにより、照会を改善する方法を学習します。

1. 照会で使用する各表の最新統計が存在していますか?

ORG 表の「表統計」ウィンドウは、オプティマイザーで実際の統計が使用され
たことを示しています (STATS_TIME 値は、統計が実際に収集された時刻で
す)。統計が正確かどうかは、 runstats コマンドを実行した後に、表の内容が大
幅に変更されたかどうかに依存しています。

22 Visual Explain チュートリアル



2. アクセス・プランでは、データへの最適なアクセス方法が使用されていますか?

Query 1 と同様、Query 2 のアクセス・プランでは索引スキャン ( 59ページの
『IXSCAN』) ではなく、表スキャン ( 62ページの『TBSCAN 演算子』) を使用
します。照会で参照する列に対して索引が定義されていないため、現在の統計が
存在している場合でも、索引スキャンは実行されません。照会を改善する 1 つ
の方法は、オプティマイザーのために、表の結合で使用する列 (つまり、結合
76ページの『述部』に指定する列) に対して索引を定義する方法です。この例で
は、最初のマージ・スキャン結合 HSJOIN (7) を使用します。
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HSJOIN (7) 演算子の「演算子詳細」ウィンドウで、「入力引数」の下の「結合
述部」セクションを確認します。この結合操作で使用する列は、Text 列にリス
トされます。この例の場合、列の名前は DEPTNUMB および DEPT です。
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3. このアクセス・プランの効果性はどれほどですか?

アクセス・プランで最新の統計を使用すると、実際の値に近い推定コスト (単位
は timeron) を得ることができます。 Query 1 の推定コストはデフォルトの統計
に基づいていたため、これら 2 つのアクセス・プラン・グラフの推定コストを
比較して、どちらがより効果的かを判断することはできません。この場合、コス
トが高いか低いかは関係ありません。効果性について有効な値を得るには、実際
の統計に基づいたアクセス・プランのコストを比較する必要があります。

次のステップ
Query 3 に進みます。

Query 3 では、DEPTNUMB 列および DEPT 列に索引を追加したときの効果を検証
します。結合述部で使用される列に対して索引を追加すると、パフォーマンスを向
上させることができます。

単一パーティション・データベース環境における、照会で複数の表を結合す
るために使用される列に対する索引の作成

この例では、Query 2 で説明したアクセス・プランをさらにビルドします。具体的
には、STAFF 表の DEPT 列と、ORG 表の DEPTNUMB 列に索引を作成します。

注: 推奨されている索引を Design Advisor で作成することができます。

この照会 (Query 3) のアクセス・プラン・グラフを表示するには、「EXPLAIN さ
れたステートメント履歴」ウィンドウで、Query Number 3 という名前の項目をダブ
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ルクリックします。このようにステートメントを実行するための「アクセス・プラ
ン・グラフ」ウィンドウがオープンします。

注: DEPTNUM に対して索引を作成しましたが、オプティマイザーはその索引を使
用しませんでした。

以下の質問に答えることにより、照会を改善する方法を学習します。

1. 索引の追加によりアクセス・プランはどのように変化しましたか?

Query 2 で使用されたマージ・スキャン結合 HSJOIN (7) の代わりに、 60ペー
ジの『NLJOIN 演算子』 NLJOIN (7) が使用されるようになりました。ネスト・
ループ結合はソートや一時表を必要としないため、このタイプの結合を使用する
ことにより、マージ・スキャン結合よりも見積コストが減少しました。
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STAFF 表のすぐ上に、新しいひし形のノード I_DEPT が追加されました。この
ノードは、DEPT に対して作成された索引を表し、取得する行を判別するため
に、オプティマイザーが表スキャンではなく索引スキャンを使用したことを意味
します。

アクセス・プラン・グラフのこの部分では、DEPT 列に新しい索引 (I_DEPT) が
作成されたこと、および STAFF 表にアクセスするのに IXSCAN (17) が使用さ
れたことに注目してください。 Query 2 では、STAFF 表にアクセスするのに表
スキャンを使用しました。

2. アクセス・プランでは、データへの最適なアクセス方法が使用されていますか?

索引を追加した結果、STAFF 表にアクセスするために 59ページの『IXSCAN』
ノード、IXSCAN (17) が使用されるようになりました。Query 2 では、索引が
定義されていなかったため表スキャンを使用しました。

第 3 章 単一パーティション・データベース環境でアクセス・プランを改善する 27



56ページの『FETCH』 ノード、FETCH (11) は、オプティマイザーが、索引ス
キャンを使用して列 DEPT を取得することに加えて、索引をポインターとして
使用して STAFF 表から追加の列を取得したことを示しています。この場合、索
引スキャンとフェッチ操作を組み合わせて使用すると、以前のアクセス・プラン
で使用した完全表スキャンよりもコストは減少します。

注: STAFF 表のためのノードが 2 つ出現していますが、これは DEPT の索引
とのリレーションシップと、FETCH 操作とのリレーションシップを両方とも示
すためです。

この照会のアクセス・プランは、結合述部に含まれる列に索引を作成したときの
効果を示しています。索引を作成すると、ローカル述部の適用もより高速になり
ます。ここでは、この照会の各表に対するローカル述部を調べ、ローカル述部で
参照される列に索引を追加するとアクセス・プランにどのような影響があるかを
学習します。

FETCH (11) 演算子の「演算子詳細」ウィンドウで、「累積プロパティー」の下
の列を確認します。「述部 (Predicates)」セクションに示されているとおり、この
フェッチ操作の述部で使用する列は JOB です。

注: この述部の選択度は 0.69 です。つまり、この述部により全体の行の 69%

が後続の処理のために選択されます。
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FETCH (11) 演算子の「演算子詳細」ウィンドウは、この操作で使用されている
列を示しています。 最初の行の「入力引数 (Input arguments)」の下の「検索さ
れた列 (Columns retrieve)」の隣に、 DEPTNAME がリストされていることを確
認できます。

3. このアクセス・プランの効果性はどれほどですか?

このアクセス・プランのコスト効率は、前の例よりも向上しました。累積コスト
は、Query 2 では約 1,755 timeron だったのが、 Query 3 では約 959 timeron

に減少しました。

ただし、Query 3 のアクセス・プランは、STAFF 表に対して索引スキャン
IXSCAN (17) および FETCH (11) を行うことを示しています。索引スキャンと
フェッチ操作を組み合わせて使用すると、完全表スキャンよりもコストは減少し
ますが、各行を検索するたびに表に 1 回、索引に 1 回アクセスしなければなり
ません。次に、STAFF 表に対するこの二重アクセスを減らすことを試みます。

次のステップ
Query 4 に進みます。
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Query 4 では、フェッチ操作とインデックス¥スキャンを行っていた処理を、フェッ
チ操作を使用せずに単一の索引スキャンのみを行うように修正します。追加の索引
を作成すると、アクセス・プランの推定コストが減少することがあります。

単一パーティション・データベース環境における表の列に対する追加の索引
の作成

この例では、Query 3 で説明したアクセス・プランをさらにビルドします。具体的
には、STAFF 表の JOB 列に対して索引を作成し、 ORG 表に定義されている既存
の索引に DEPTNAME を追加します。 (別の索引を追加すると、それに伴って追加
のアクセスが必要になってしまいます。)

この照会 (Query 4) のアクセス・プラン・グラフを表示するには、「EXPLAIN さ
れたステートメント履歴」ウィンドウで、Query Number 4 という名前の項目をダブ
ルクリックします。このようにステートメントを実行するための「アクセス・プラ
ン・グラフ」ウィンドウがオープンします。
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以下の質問に答えることにより、照会を改善する方法を学習します。

1. 追加の索引の作成によりアクセス・プランはどのように変化しましたか?

オプティマイザーは、STAFF 表の JOB 列に対して作成された索引 (I_JOB と
いうラベルが付いたひし形) を利用して、このアクセス・プランをさらに改善し
ます。
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アクセス・プラン・グラフの中間部に表示されている ORG 表で、以前は表スキ
ャンが使用されていたのが、現在は索引スキャン IXSCAN (9) のみに変化した
ことに注目してください。 ORG 表の索引に DEPTNAME 列を追加すると、オ
プティマイザーでは、フェッチ操作のための余分なアクセスを省略することがで
きます。
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2. このアクセス・プランの効果性はどれほどですか?

このアクセス・プランのコスト効率は、前の例よりも向上しました。累積コスト
は、Query 3 では約 1,370 timeron だったのが、 Query 4 では約 959 timeron

に減少しました。

次のステップ
独自の SQL または XQuery ステートメントのパフォーマンスの改善

パフォーマンスを改善するために行える追加ステップについての詳細情報を調べる
には、DB2 インフォメーション・センター を参照してください。その後 Visual

Explain に戻って、アクションの影響にアクセスします。
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第 4 章 レッスン 4. パーティション・データベース環境でのアク
セス・プランの改善

さまざまなチューニング・アクティビティーを実行したときに、基本照会のアクセ
ス・プランと関連ウィンドウがどのように変化するかを学習します。

runstats コマンドを実行したり適切な索引を追加すると、どんな単純な照会でもア
クセス・プランの推定合計コストが向上することを、一連の例と図により学習しま
す。

Visual Explain を使いこなせば、様々な方法でも照会をチューニングすることができ
るようになります。

アクセス・プラン・グラフでの作業

4 つのサンプル EXPLAIN スナップショットを使用して、チューニングがデータベ
ース・パフォーマンスの重要な部分であることを学習します。

EXPLAIN スナップショットに関連付けられた照会は、1 番から 4 番までです。ど
の照会も同じ SQL または XQuery ステートメント (レッスン 1 を参照) を使用し
ます。

SELECT S.ID,SNAME,O.DEPTNAME,SALARY+COMM
FROM ORG O, STAFF S
WHERE
O.DEPTNUMB = S.DEPT AND
S.JOB <> ’Mgr’ AND
S.SALARY+S.COMM > ALL ( SELECT ST.SALARY*.9

FROM STAFF ST
WHERE ST.JOB=’Mgr’ )

ORDER BY S.NAME

ただし、それぞれの照会では、それ以前に実行した照会よりも多くのチューニング
技法を使用します。たとえば、Query 1 ではパフォーマンスのチューニングを実行
しませんでしたが、 Query 4 ではチューニングを最も多く実行しました。それぞれ
の照会の違いは、以下のとおりです。

Query 1
索引または統計を使用しない照会の実行
Query 2
照会での表および索引の現在の統計の収集
Query 3
照会で複数の表を結合するために使用される列に対する索引の作成
Query 4
表の列に対する追加の索引の作成

これらの例は、7 個の物理ノードが搭載されている RS/6000® SP™ マシンで、パー
ティション間並列処理を使用して生成されました。
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パーティション・データベース環境における索引および統計を使用しない照
会の実行

この例では、索引または統計を使用しない SQL 照会のためにアクセス・プランを
作成しました。

この照会 (Query 1) のアクセス・プラン・グラフを表示するには、以下の手順に従
ってください。

1. コントロール・センターで、SAMPLE データベースが表示されるまでオブジェ
クト・ツリーを展開します。

2. データベースを右クリックし、ポップアップ・メニューから「EXPLAIN された
ステートメントヒストリーの表示 (Show explained statements history)」 を選択
します。
「EXPLAIN されたステートメント履歴」ウィンドウがオープンします。

3. Query Number 1 という名前の項目をダブルクリックします (Query Number 列
が見つからない場合は、画面を右にスクロールしてください)。
ステートメントの「アクセス・プラン・グラフ」ウィンドウがオープンします。

以下の質問に答えることにより、照会を改善する方法を学習します。

1. 照会で使用する各表の最新統計が存在していますか?
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照会で参照する各表の最新の統計が存在しているかどうかを確認するには、アク
セス・プラン・グラフでそれぞれの表ノードをダブルクリックします。対応する
「表統計」ウィンドウがオープンし、EXPLAIN 時の情報列の STATS_TIME
行に、スナップショットの作成時に統計が収集されていないことを意味する「更
新されていない統計」という言葉が表示されます。

最新の統計が存在していない場合、オプティマイザーはデフォルトの統計を使用
しますが、この統計は実際の統計とは異なる可能性があります。「表統計」ウィ
ンドウの EXPLAIN 時の情報列に「デフォルト」という語が表示されている場
合、デフォルトの統計が使用されたことを示します。

ORG 表に関する「表統計」ウィンドウの情報を見ると、オプティマイザーでデ
フォルトの統計が使用されたことがわかります (EXPLAIN 時の情報の隣の値が
そのことを表している)。スナップショットを作成したときに実際の統計は使用
可能でなかったため (STATS_TIME 行の値がそのことを表している)、デフォル
トの統計が使用されました。

2. アクセス・プランでは、データへの最適なアクセス方法が使用されていますか?

このアクセス・プランには、索引スキャンではなく表スキャンが含まれていま
す。表スキャンは八角形で表示されており、TBSCAN 演算子というラベルが付
けられています。索引スキャンが使用された場合、索引スキャンはひし形で表示
され、IXSCAN というラベルが付けられます。抽出するデータの量が少ない場合
は、表スキャンを実行するより、表に対して作成された索引を使用した方がコス
ト効率が向上します。
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3. このプランの効果性はどれほどですか?

アクセス・プランの効果を評価するには、アクセス・プランが実際の統計に基づ
いていなければなりません。このアクセス・プランでは、オプティマイザーがデ
フォルトの統計を使用しているため、プランの効果を評価することはできませ
ん。

通常は、後で変更済みのアクセス・プランと比較できるように、アクセス・プラ
ンの合計見積コストを書き留めておく必要があります。なお、各ノードでリスト
されているコストは、照会の最初のステップからそのノードまで (ノード自体を
含む) の累積値です。

注: パーティション・データベースの場合、この値は、リソースの使用量が最も
多いノードの累積コストです。

「アクセス・プラン・グラフ」ウィンドウでは、グラフの先頭の RETURN (1)
に示されているとおり、合計コストは約 1,234 timeron です。推定合計コスト
は、ウィンドウの最上部にも表示されます。
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次のステップ
Query 2 に進みます。

Query 2 では、runstats を実行した後の、基本照会用のアクセス・プランを検証しま
す。 runstats コマンドを実行すると、照会で参照するすべての表に関する現在の統
計がオプティマイザーに提供されます。

パーティション・データベース環境における runstats を使用した表および
索引の現在の統計の収集

この例では、runstats コマンドを実行して現在の統計を収集し、Query 1 で説明した
アクセス・プランを基にしたアクセス・プランを作成します。

runstats コマンドを使用して、表および索引に関する現在の統計を収集することを、
強くお勧めします。最後に runstats コマンドを実行してから、大きな更新アクティ
ビティーが発生した場合や新しい索引が作成されている場合は特にその必要があり
ます。これにより、オプティマイザーは最も正確な情報に基づいて、最も効果的な
アクセス・プランを決定できます。現在の統計を利用できないと、オプティマイザ
ーは不正確なデフォルト統計に基づいて効率的でないアクセス・プランを選択して
しまう可能性があります。

表の更新を行った後 で、 runstats を使用するようにしてください。そうしないと、
オプティマイザーが表を空とみなす可能性があります。この問題は、「オペレータ
ー詳細 (Operator Details)」ウィンドウのカーディナリティーが 0 である場合に明ら
かとなります。この場合、表更新を完了してから、 runstats コマンドを再実行し、
関係する表の EXPLAIN スナップショットを再作成してください。

この照会 (Query 2) のアクセス・プラン・グラフを表示するには、「EXPLAIN さ
れたステートメント履歴」ウィンドウで、Query Number 2 という名前の項目をダブ
ルクリックします。このようにステートメントを実行するための「アクセス・プラ
ン・グラフ」ウィンドウがオープンします。
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以下の質問に答えることにより、照会を改善する方法を学習します。

1. 照会で使用する各表の最新統計が存在していますか?

ORG 表の「表統計」ウィンドウは、オプティマイザーで実際の統計が使用され
たことを示しています (STATS_TIME 値は、統計が実際に収集された時刻で
す)。統計が正確かどうかは、runstats コマンドを実行した後に、表の内容が大幅
に変更されたかどうかに依存しています。
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2. アクセス・プランでは、データへの最適なアクセス方法が使用されていますか?

Query 1 と同様、Query 2 のアクセス・プランでは索引スキャン (IXSCAN) で
はなく表スキャン (TBSCAN 演算子) を使用します。照会で参照する列に対して
索引が定義されていないため、現在の統計が存在している場合でも、索引スキャ
ンは実行されません。照会を改善する 1 つの方法は、オプティマイザーのため
に、表の結合で使用する列 (つまり、結合述部に指定する列) に対して索引を定
義する方法です。この例では、最初のマージ・スキャン結合 HSJOIN (9) を使用
します。
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HSJOIN (9) 演算子の「演算子詳細」ウィンドウで、「入力引数」の下の「結合
述部」セクションを確認します。この結合操作で使用する列は、Text 列にリス
トされます。この例の場合、列の名前は DEPTNUMB および DEPT です。
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3. このアクセス・プランの効果性はどれほどですか?

アクセス・プランで最新の統計を使用すると、実際の値に近い推定コスト (単位
は timeron) を得ることができます。 Query 1 の推定コストはデフォルトの統計
に基づいていたため、これら 2 つのアクセス・プラン・グラフの推定コストを
比較して、どちらがより効果的かを判断することはできません。この場合、コス
トが高いか低いかは関係ありません。効果性について有効な値を得るには、実際
の統計に基づいたアクセス・プランのコストを比較する必要があります。

次のステップ
Query 3 に進みます。

Query 3 では、DEPTNUMB 列および DEPT 列に索引を追加したときの効果を検証
します。結合述部で使用される列に対して索引を追加すると、パフォーマンスを向
上させることができます。

パーティション・データベース環境において、照会で複数の表を結合するた
めに使用される列に対する索引の作成

この例では、Query 2 で説明したアクセス・プランをさらにビルドします。具体的
には、STAFF 表の DEPT 列と、ORG 表の DEPTNUMB 列に索引を作成します。

注: 推奨されている索引を Design Advisor で作成することができます。
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この照会 (Query 3) のアクセス・プラン・グラフを表示するには、「EXPLAIN さ
れたステートメント履歴」ウィンドウで、Query Number 3 という名前の項目をダブ
ルクリックします。このようにステートメントを実行するための「アクセス・プラ
ン・グラフ」ウィンドウがオープンします。

注: DEPTNUM に対して索引を作成しましたが、オプティマイザーはその索引を使
用しませんでした。

以下の質問に答えることにより、照会を改善する方法を学習します。

1. 索引の追加によりアクセス・プランはどのように変化しましたか?

STAFF 表のすぐ上に、新しいひし形のノード I_DEPT が追加されました。この
ノードは、DEPT に対して作成された索引を表し、取得する行を判別するため
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に、オプティマイザーが表スキャンではなく索引スキャンを使用したことを意味
します。

2. アクセス・プランでは、データへの最適なアクセス方法が使用されていますか?

この照会のアクセス・プランは、ORG 表の DEPTNUMB 列、およびSTAFF 表
の DEPT 列に対して索引を作成したことによる効果を示しています。FETCH

(15) および IXSCAN (21) によってそれがわかります。 Query 2 では、この索
引が定義されていなかったため表スキャンを使用しました。
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FETCH (15) 演算子の「演算子詳細」ウィンドウは、この操作で使用されている
列を示しています。
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索引スキャンとフェッチ操作を組み合わせて使用すると、以前のアクセス・プラ
ンで使用した完全表スキャンよりもコストは減少します。

3. このアクセス・プランの効果性はどれほどですか?

このアクセス・プランの効率は、前の例よりも向上しました。累積コストは、
Query 2 では約 1,214 timeron だったのが、 Query 3 では約 755 timeron に減
少しました。

次のステップ
Query 4 に進みます。

Query 4 では、フェッチ操作とインデックス¥スキャンを行っていた処理を、フェッ
チ操作を使用せずに単一の索引スキャンのみを行うように修正します。追加の索引
を作成すると、アクセス・プランの推定コストが減少することがあります。

パーティション・データベース環境における表の列に対する追加の索引の作
成

この例では、Query 3 で説明したアクセス・プランをさらにビルドします。具体的
には、STAFF 表の JOB 列に対して索引を作成し、 ORG 表に定義されている既存
の索引に DEPTNAME を追加します。 (別の索引を追加すると、それに伴って追加
のアクセスが必要になってしまいます。)
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この照会 (Query 4) のアクセス・プラン・グラフを表示するには、「EXPLAIN さ
れたステートメント履歴」ウィンドウで、Query Number 4 という名前の項目をダブ
ルクリックします。このようにステートメントを実行するための「アクセス・プラ
ン・グラフ」ウィンドウがオープンします。

以下の質問に答えることにより、照会を改善する方法を学習します。

1. 追加の索引の作成によりプロセス・プランはどのように変化しますか?

アクセス・プラン・グラフの中間部に表示されている ORG 表で、以前は表スキ
ャンが使用されていたのが、現在は索引スキャン IXSCAN (7) に変化したこと
に注目してください。 ORG 表の索引に DEPTNAME 列を追加すると、オプテ
ィマイザーは、表スキャンが関係したアクセスを最適化することができます。
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アクセス・プラン・グラフの最終部に表示されている STAFF 表で、以前は索引
スキャンとフェッチ操作が使用されていたのが、現在は索引スキャン IXSCAN

(39) のみに変化したことに注目してください。 STAFF 表に JOB 索引を作成す
ると、オプティマイザーでは、フェッチ操作のための余分なアクセスを省略する
ことができます。
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2. このアクセス・プランの効果性はどれほどですか?

このアクセス・プランのコスト効率は、前の例よりも向上しました。累積コスト
は、Query 3 では約 753 timeron だったのが、 Query 4 では約 288 timeron に
減少しました。

次のステップ
独自の SQL または XQuery ステートメントのパフォーマンスの改善
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パフォーマンスを改善するために行える追加ステップについての詳細情報を調べる
には、DB2 インフォメーション・センター を参照してください。その後 Visual

Explain に戻って、アクションの影響にアクセスします。
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第 5 章 Visual Explain の演算子

演算子 は、SQL または XQuery ステートメントに対するアクセス・プランが実行
されるとき、データまたは表や索引からの出力に対して実行する必要があるアクシ
ョンです。このセクションでは、アクセス・プラン・グラフに含まれる可能性のあ
る演算子をリストします。

CMPEXP 演算子
この演算子はデバッグ・モード専用です。

演算子名: CMPEXP

意味: 中間または最終結果のために必要な式の計算。

DELETE 演算子
この演算子は、表からの行の削除を表します。

演算子名: DELETE

意味: 表からの行の削除。

この演算子は、必要とする操作を表します。アクセス・プランのコストを改善する
には、削除する行のセットを定義する他の演算子 (スキャンや結合など) に注意して
ください。

パフォーマンス上の推奨事項:

v 表からすべての行を削除する場合、DROP TABLE 文、または LOAD REPLACE

コマンドの使用を検討してください。

EISCAN 演算子
この演算子は、ユーザー定義索引をスキャンし、生成される行ストリームを削減し
ます。

演算子名: EISCAN

意味: ユーザーが提供した範囲作成関数からの複数のスタート/ストップ条件をスキ
ャンで使用します。

この操作は、基本表に アクセスする前に、条件に合う行のセットを絞り込むために
行います(述部を基にして行います) 。

パフォーマンス上の推奨事項:

v 時間の経過と共に、複数のデータベース更新によって索引がフラグメント化され
て、索引ページが必要以上に多くなってしまう場合があります。これは、索引を
除去して再作成するか、索引を再編成することによって修正できます。
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v 統計が最新のものでない場合は、RUNSTATS コマンドを使用して更新してくださ
い。

FETCH
この演算子は、表からの列の取り出しを表します。

演算子名: FETCH

意味: 特定の行 ID (RID) を使用した、表からの列の取り出し。

パフォーマンス上の推奨事項:

v フェッチの対象となる列を索引キーに組み込むと、データのページへのアクセス
が不要になります。

v フェッチに関連した索引を検出し、そのノードをダブルクリックして統計ウィン
ドウを表示します。索引のクラスタリングの度合いが高いことを確認してくださ
い。

v フェッチで発生する入出力 (I/O) が表内のページ数よりも大きい場合は、バッフ
ァー・サイズを大きくします。

v 統計が最新のものでない場合は、更新してください。

変位値と頻度統計は、述部の選択度に関する情報を提供し、表スキャンと索引ス
キャンのいずれを選択するかを判別するために使用されます。これらの統計を更
新するには、表に対して、WITH DISTRIBUTION 節を指定して runstats コマンド
を実行します。

FILTER 演算子
この演算子はデータのフィルター方法を表します。

演算子名: FILTER

意味: 述部で提供される基準に基づいてデータをフィルターするための Residual 述
部の適用。

パフォーマンス上の推奨事項:

v 必要なデータだけが取得される述部を使用していることを確認してください。た
とえば、述部の選択度の値が、表の中の必要とする部分だけを表していることを
確認します。

v オプティマイザーが副照会の代わりに結合を使用するように、最適化クラスが最
低レベル 3 にあることを確認してください。これが可能ではない場合、手動で
SQL 照会を書き換えて副照会を削除します。

GENROW 演算子
この演算子は、データの行を生成するためにオプティマイザーによって使用されま
す。

演算子名: GENROW
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意味: 表、索引、または演算子からの入力を使用しないで行の表を生成する組み込
み関数。

GENROW は、行データ (INSERT ステートメント、または結合に変換される複数の
IN-list 用のデータなど) を生成するためにオプティマイザーによって使われる場合
があります。

GENROW 関数によって生成される表の統計推定値を表示するには、そのノードを
ダブルクリックします。

GRPBY 演算子
この演算子は、行のグループ化を表します。

演算子名: GRPBY

意味: 指定した列の共通値または関数に基づいた複数行のグループ化。この操作
は、グループ値を生成したり、設定関数を評価したりするために必要です。

GROUP BY 列を指定しなくても、SELECT リストに集約関数が存在していれば、
GRPBY 演算子が使用されます。これは、その集約を行うときに表全体が単一グル
ープとして扱われることを意味します。

パフォーマンス上の推奨事項:

v この演算子は、必要とする操作を表します。アクセス・プランのコストを削減す
るには、グループ化する行セットを定義する他の演算子 (スキャンや結合など) と
連結してください。

v 単一の集約関数を含むが GROUP BY 節を含まない SELECT ステートメントの
パフォーマンスを向上させるには、次のことを試行してください。

– MIN(C) 集約関数に対しては、C に昇順索引を生成します。

– MAX(C) 集約関数に対しては、C に降順索引を生成します。

HSJOIN 演算子
この演算子は、表の該当する行をハッシュするハッシュ結合を表します。

演算子名: HSJOIN

意味: 表の内容を事前整列を行わず、直接結合を行うために表の該当行をハッシュ
するハッシュ結合。

FROM 節で参照される表が複数ある場合は、結合が必要です。2 つの異なる表の列
を等価にする結合述部が存在する場合、ハッシュ結合が可能です。各結合述部は、
正確に同じデータ・タイプである必要があります。NLJOIN の場合と同様、ハッシ
ュ結合は再書き込みされた副照会から生じる場合もあります。

ハッシュ結合では、入力表が配列されている必要はありません。結合の実行では、
ハッシュ結合の内部表がスキャンされ、結合列の値をハッシュすることにより参照
表が生成されます。その後、結合列の値をハッシュして、内部表のために生成され
た参照表をチェックしながら、外部表の読み取りが実行されます。
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パフォーマンス上の推奨事項:

v 結合される行数を削減するには、ローカル述部 (つまり、1 つの表を参照する述
部) を使用してください。

v ソート・ヒープのサイズを大きくして、メモリー内にハッシュ参照表を保持する
のに十分な大きさとしてください。

v 統計が最新のものでない場合は、runstats コマンドを使用して更新してください。

INSERT 演算子
この演算子は、表への行の挿入を表します。

演算子名: INSERT

意味: この演算子は、必要な操作を表します。アクセス・プランのコストを改善す
るには、挿入する行のセットを定義する他の演算子 (スキャンや結合など) に注意し
てください。

IXAND 演算子
この演算子は、複数の索引スキャンの結果に対する AND 演算を表します。

演算子名: IXAND

意味: 動的ビットマップ技法を使用する複数索引スキャン結果の AND 演算。この
演算子により、AND 演算された述部を複数の索引に適用して、基礎表へのアクセス
数を最小にすることができます。

この演算子は、次の目的で実行されます。

v 基本表にアクセスする前に行セットを絞り込む

v 複数索引に適用される述部を AND する

v スター型結合に使用される副結合の結果を AND する

パフォーマンス上の推奨事項:

v 時間の経過と共に、複数のデータベース更新によって索引がフラグメント化され
て、索引ページが必要以上に多くなってしまう場合があります。これは、索引を
除去して再作成するか、索引を再編成することによって修正できます。

v 統計が最新のものでない場合は、RUNSTATS コマンドを使用して更新してくださ
い。

v 一般に、索引スキャンが最も効果的なのは数行だけが条件に適合する場合です。
条件に適合する行数を推定するために、オプティマイザーは述部で参照される列
についての入手できる統計を使用します。いくつかの値が他の値より頻繁に出現
する場合、runstats コマンドに WITH DISTRIBUTION 節を使用して、分散統計を
要求することが重要です。一様でない分散統計を使用することにより、オプティ
マイザーは頻繁に出現する値と頻繁に出現しない値とを区別できます。

v 開始および停止キーは IXAND の使用において重要であるため、IXAND は単一
列索引を最良に活用することができます。

v スター型結合の場合、ファクト表および関連したディメンション表で最も選択的
な列ごとに、単一列索引を作成してください。
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IXSCAN
この演算子は、索引のスキャンを表します。

演算子名: IXSCAN

意味: 生成される行 ID ストリームを削減するための、索引のスキャン。スキャン
では、オプションのスタート/ストップ条件を使用することができます。また、索引
列を参照する索引可能な 述部を適用することができます。

この操作は、基本表に アクセスする前に、条件に合う行 ID のセットを絞り込むた
めに行います (述部を基にして行われます)。

パフォーマンス上の推奨事項:

v 時間の経過と共に、複数のデータベース更新によって索引がフラグメント化され
て、索引ページが必要以上に多くなってしまう場合があります。これは、索引を
除去して再作成するか、索引を再編成することによって修正できます。

v 複数の表にアクセスする場合、外部表の結合列に対して索引を作成することによ
り、索引を介した内部表へのアクセスがより効率的になることがあります。

索引に関する詳細ガイドラインは、Visual Explain に対するオンライン・ヘルプ
を参照してください。

v 統計が最新のものでない場合は、runstats コマンドを使用して更新してください。

v 一般に、索引スキャンが最も効果的なのは少数の行 ID だけが条件に適合する場
合です。条件に適合する行 ID の数を推定するために、オプティマイザーは述部
で参照される列についての入手できる統計を使用します。いくつかの値が他の値
より頻繁に出現する場合、runstats コマンドに WITH DISTRIBUTION 節を使用し
て、分散統計を要求することが重要です。一様でない分散統計を使用することに
より、オプティマイザーは頻繁に出現する値と頻繁に出現しない値とを区別でき
ます。

MSJOIN 演算子
この演算子は マージ結合を表します。

演算子名: MSJOIN

意味: 外部表および内部表からの該当行を、結合述部の順序にする必要があるマー
ジ結合。マージ結合は、マージ・スキャン結合または分類マージ結合とも呼ばれま
す。

FROM 節で参照される表が複数ある場合は、結合が必要です。2 つの異なる表の列
を等価にする結合述部が存在する場合、マージ結合が可能です。また書き直された
副照会から生じる可能性があります。

通常、マージ結合では、表は一度しかスキャンされないため、結合列の入力が整列
している必要があります。この整列した入力は、索引またはソートされた表にアク
セスすることにより取得されます。

パフォーマンス上の推奨事項:
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v 結合される行数を削減するには、ローカル述部 (つまり、1 つの表を参照する述
部) を使用してください。

v 統計が最新のものでない場合は、runstats コマンドを使用して更新してください。

NLJOIN 演算子
この演算子は、ネスト・ループ結合を表します。

演算子名: NLJOIN

意味: 外部表の各行に対して内部表を一度 (通常は索引スキャンを用いて) スキャン
する、ネストされたループ結合。

FROM 節で参照される表が複数ある場合は、結合が必要です。ネスト・ループ結合
に結合述部は必要ありませんが、通常、結合述部がある方がパフォーマンスは向上
します。

ネスト・ループ結合は、次のいずれかで実行されます。

v 外部表のアクセスされる各行ごとに、内部表をスキャンする。

v 外部表のアクセスされる各行ごとに、内部表の索引検索を行う。

パフォーマンス上の推奨事項:

v 内部表 (NLJOIN 演算子の右側に表示される表) の結合述部列に索引が存在する場
合は、ネスト・ループ結合がさらに効率が向上する可能性があります。内部表に
対して IXSCAN ではなくTBSCAN が行われていないかを確認してください。
TBSCAN が行われている場合は、結合列に索引を追加することを検討してくださ
い。

結合を効率化する別の方法 (重要度は低い) は、外部表が順序付けられるように外
部表の結合列上の索引を作成することです。

v 統計が最新のものでない場合は、runstats コマンドを使用して更新してください。

PIPE 演算子
この演算子はデバッグ・モード専用です。

演算子名: PIPE

意味: 行を変更することなく行を他の演算子に転送します。

RETURN 演算子
この演算子は、照会からのデータの戻りを表します。

演算子名: RETURN

意味: 照会からユーザーへのデータの戻り。これはアクセス・プランのグラフにお
ける最終の演算子であり、アクセス・プランにおける合計の累積値とコストを示し
ます。
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この演算子は、必要とする操作を表します。

パフォーマンス上の推奨事項:

v 必要なデータだけが取得される述部を使用していることを確認してください。た
とえば、述部の選択度の値が、表の中の必要とする部分だけを表していることを
確認します。

RIDSCN 演算子
この演算子は、行 ID (RID) リストのスキャンを表します。

演算子名: RIDSCN

意味: 1 個以上の索引から取得された行 ID (RID) リストのスキャン。

この演算子は、次の場合にオプティマイザーによって検討されます。

v 述部が OR キーワードによって接続されるか、IN 述部が存在する。同じ表に対
する複数索引アクセスの結果を結合する、索引 OR 操作と呼ばれる技法を使用す
ることができます。

v 基本行にアクセスする前に行 ID をソートすると I/O の効率が上がるため、単一
索引アクセスではリスト・プリフェッチを使用すると効果的です。

RPD 演算子
この演算子は、リモート・データ・ソースからデータを取得します。

演算子名: RPD

意味: 非リレーショナル・ラッパー経由でリモート・データ・ソースからデータを
取得するため、フェデレーテッド・システム内で使用される演算子。

この演算子は、オプティマイザーによって検査されないリモート・プランが含まれ
る場合、オプティマイザーによって考慮されます。RPD 演算子は、照会の結果を取
得するため、リモートの非リレーショナル・データ・ソースに要求を送信します。
その要求は、データ・ソースでサポートされている API を使用して、非リレーショ
ナル・ラッパーによって生成されます。

SHIP 演算子
この演算子は、リモート・データ・ソースからデータを取得します。

演算子名: SHIP

意味: リモート・データ・ソースからデータを取得するため、フェデレーテッド・
システム内で使用される演算子。この演算子は、オプティマイザーによって検査さ
れないリモート・プランが含まれる場合、オプティマイザーによって考慮されま
す。SHIP 演算子は、照会の結果を取得するため、リモート・データ・ソースに
SQL または XQuery の SELECT ステートメントを送信します。 SELECT ステー
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トメントは、データ・ソースによってサポートされている SQL または XQuery ダ
イアレクトを使用して生成されます。データ・ソースによって許可される有効な照
会を含めることができます。

SORT 演算子
この演算子は、表内の行のソートを表します。

演算子名: SORT

意味: 表内の行を 1 つ以上の列の順序にソートすること。オプションとして、重複
する項目を除去します。

ソートが必要なのは、必要な順序付けを満たす索引が存在しない場合、またはソー
トを行う方が索引スキャンよりも負荷が小さい場合です。通常、ソートは、必要な
行をフェッチした後の最終操作として実行するか、結合またはグループ化の前にデ
ータをソートするために実行します。

行数が多いか、ソートされたデータをパイプ接続できない場合、この操作では負荷
の大きい一時表の生成が必要になります。

パフォーマンス上の推奨事項:

v ソート列に索引を追加することを考慮してください。

v 必要なデータだけが取得される述部を使用していることを確認してください。た
とえば、述部の選択度の値が、表の中の必要とする部分だけを表していることを
確認します。

v SYSTEM TEMPORARY 表スペースのプリフェッチ・サイズが十分であること、
つまり入出力制約になっていないことを確認してください。(これを確認するに
は、「ステートメント」->「統計の表示」->「表スペース」を選択してくださ
い。)

v 頻繁な大量データのソートが必要な場合は、次に示す構成パラメーターの値を大
きくすることを検討してください。

– ソート・ヒープ・サイズ (sortheap)。このパラメーターを変更するには、コン
トロール・センターでデータベースを右クリックして、ポップアップ・メニュ
ーから「構成」を選択してください。オープンするノートブックから、「パフ
ォーマンス」タブを選択します。

– ソート・ヒープしきい値 (sheapthres)。このパラメーターを変更するには、コン
トロール・センター内のデータベース・インスタンスを右クリックして、ポッ
プアップ・メニューから「構成」 を選択してください。オープンするノート
ブックから、「パフォーマンス」タブを選択します。

v 統計が最新のものでない場合は、runstats コマンドを使用して更新してください。

TBSCAN 演算子
この演算子は表スキャンを表します。

演算子名: TBSCAN
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意味: 必要なすべてのデータをデータ・ページから直接読み取ることにより行を検
索する表のスキャン (リレーション・スキャン)。

このタイプのスキャンが、オプティマイザーで索引スキャンより優先的に選択され
るのは次の場合です。

v スキャンされる値の範囲が頻繁に発生する (つまり、表の大部分にアクセスする
必要がある)

v 表が小さい

v 索引のクラスタリングが低い

v 索引が存在しない

パフォーマンス上の推奨事項:

v 表が大きい場合は、表の行の大部分のアクセスが必要ないので、表スキャンより
も索引スキャンの方が効率的です。この状態でオプティマイザーにより索引スキ
ャンが使用される可能性を高めるには、 選択的な述部が定義されている列に索引
を追加することを検討してください。

v 索引がすでに存在しているが、使用されていない場合は、索引定義で前の方にあ
る各列に対して選択述部が定義されていることを確認してください。これらの述
部が存在する場合は、その索引に対するクラスタリングの度合いが高いことを確
認してください。(この統計を参照するには、ソートの対象となっている表で「表
統計」ウィンドウを開き、その「索引」プッシュ・ボタンを選択して「索引統
計」ウィンドウを選択してください。)

v 表スペースのプリフェッチ・サイズが十分であること、つまり入出力制約になっ
ていないことを確認してください。(これを確認するには、「ステートメント」->
「統計の表示」->「表スペース」を選択してください。)

v 統計が最新のものでない場合は、runstats コマンドを使用して更新してください。

変位値と頻度統計は、述部の選択度に関する情報を提供します。これらの統計
は、表スキャンと索引スキャンのいずれを選択するかを判別するために使用され
ます。これらの値を更新するには、WITH DISTRIBUTION 節を指定した runstats

コマンドを、表に対して実行します。

TEMP 演算子
この演算子は、一時表へのデータの保管を表します。

演算子名: TEMP

意味: 別の演算子が読み取ることができるよう (場合によっては複数回) 一時表にデ
ータを保管する操作。事前に削除されていない場合、その表は、SQL または
XQuery ステートメントが処理された後に削除されます。

この演算子は、副照会を評価する場合や中間結果を格納する場合に必要です。状況
によっては (ステートメントが変更される可能性がある場合など)、この演算子が必
須の場合があります。
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TQ 演算子
この演算子は表キューを表します。

演算子名: TQ

意味: 照会を処理する複数のデータベース・エージェントが存在する場合、表デー
タをあるデータベース・エージェントから別のエージェントに受け渡すために使用
する表キュー。並列処理が関係する場合は、照会を処理するために複数のデータベ
ース・エージェントを使用します。

表キューのタイプは、次のとおりです。

v ローカル: 単一のノード内のデータベース・エージェント間でデータを受け渡す
ために使用される表キューです。パーティション内並列処理のためにローカル表
キューを使用します。

v 非ローカル: 異なるノード上のデータベース・エージェント間でデータを受け渡
すために、表キューを使用します。

UNION 演算子
この演算子は、複数の表からの行ストリームの連結を表します。

演算子名: UNION

意味: この演算子は、必要な操作を表します。アクセス・プランのコストを削減す
るには、連結する行セットを定義する他の演算子 (スキャンや結合など)に注意して
ください。

UNIQUE 演算子
この演算子は、重複値を持つ行を表します。

演算子名: UNIQUE

意味: 指定した列で重複値を持つ行の除去。

パフォーマンス上の推奨事項:

v この演算子は、適切な列にユニーク索引が存在する場合は必要ありません。

索引に関するガイドラインについては、Visual Explain のオンライン・ヘルプ内
の『Creating appropriate indexes』を参照してください。

UPDATE 演算子
この演算子は、表の行の中のデータの更新を表します。

演算子名: UPDATE

意味: この演算子は、必要な操作を表します。アクセス・プランのコストを改善す
るには、更新する行のセットを定義する他の演算子 (スキャンや結合など) に注意し
てください。
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XANDOR 演算子
この演算子を使用すれば、AND 演算された述部を複数の索引に適用して、基礎表へ
のアクセス数を最小にすることができます。

演算子名: XANDOR

意味: 複数の索引スキャンの結果に対して XML データに対する索引の AND 演算
を行います。これは単一の照会の複雑な述部を評価するために使用されます。

XANDOR 演算子が使用されるには、次の条件を満たす必要があります。

v 等価述部のみが使用されている。

v 索引検索パスにワイルドカードが含まれていない。

v すべての述部が、同じ XML 列に対して使用されている。

これらの条件のいずれかが満たされなかった場合、IXAND 演算子が代わりに使用さ
れます。

db2exfmt ツールにより示される XANDOR 演算された複数の XML データに対す
る索引のスキャンを持つアクセス・プランは、次のようになります。

Rows
RETURN
( 1)
Cost
I/O
|

0.00915933
NLJOIN
( 2)
985.789
98.9779
/--+--\

2.96215 0.00309213
FETCH XSCAN
( 3) ( 11)
340.113 217.976

19 27
/---+---\

2.96215 210000
RIDSCN TABLE: DB2XML
( 4) TPCHX
332.008

18
|

2.96215
SORT
( 5)
331.957

18
|

2.96215
XANDOR
( 6)
331.784

18
+----------------+--------+-------+----------------+

355.62 6996.81 105000 105000
XISCAN XISCAN XISCAN XISCAN
( 7) ( 8) ( 9) ( 10)
165.892 3017.54 1.6473e+06 851554
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9 81 27768 14898
| | | |

210000 210000 210000 210000
XMLIN: DB2XML XMLIN: DB2XML XMLIN: DB2XML XMLIN: DB2XML

TPCHX_IDX TPCHX_IDX TPCHX_IDX TPCHX_IDX

各 XISCAN 演算子は索引スキャンを実行して、条件に適合する XML ノード ID

を XANDOR 演算子に提供します。 XANDOR 演算子は AND および OR 述部を
適用して、照会の XML パターンに適合する XML ノードを戻します。

パフォーマンス上の推奨事項:

v 時間の経過と共に、複数のデータベース更新によって索引がフラグメント化され
て、索引ページが必要以上に多くなってしまう場合があります。これは、索引を
除去して再作成するか、索引を再編成することによって修正できます。

v 統計が最新のものでない場合は、RUNSTATS コマンドを使用して更新してくださ
い。

v 一般に、索引スキャンが最も効果的なのは数行だけが条件に適合する場合です。
条件に適合する行数を推定するために、オプティマイザーは述部で参照される列
についての入手できる統計を使用します。いくつかの値が他のものよりも頻繁に
出現する場合、 WITH DISTRIBUTION 節を指定して RUNSTATS コマンドを実
行し、分散統計を要求することが重要です。一様でない分散統計を使用すること
により、オプティマイザーは頻繁に出現する値と頻繁に出現しない値とを区別で
きます。

XISCAN 演算子
この操作は、単一の照会述部に対して実行されます。

演算子名: XISCAN

意味: この評価は、基本表にアクセスする前に、関連した XML データに対する索
引を範囲スキャンすることにより、行 ID および XML ノード ID の、照会条件に
適合する戻りセットの範囲を絞りこみます。コンパイラーは、照会を行うために、
索引情報を使用するかどうか、使用する場合にはどのように使用するかを決定する
ので、索引の利用により照会のパフォーマンスが向上する場合があります。これに
より、通常は以下の結果が生じます。

v 文書別のノードのソート、および重複の除去。

v 適合する文書を含む表の各行の取り出し。

v XML 文書に対する XSCAN 操作。

例えば、サンプル XML 文書フラグメントにリストされている中から、ラストネー
ムが「Murphy」であるすべての人のファーストネームを検索する場合、正しい結果
を取り出すための有効な XQuery ステートメントは次のとおりです。

db2-fn:column("EMPLOYEE.XMLCOL")/emp//name[last="Murphy"]/first

次のステートメントを使用して、XML データのすべてのラストネームに対して索引
を作成済みであると想定します。

CREATE INDEX empname on EMPLOYEE(XMLCOL)
GENERATE KEY USING XMLPATTERN ’//name/last’
AS SQL VARCHAR(50)
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照会コンパイラーは XISCAN 演算子を選択して照会を評価することがあります。そ
の結果、パターン「/emp//name/last」、演算子「=」、および値「Murphy」を受け取
ります。索引は、ラストネーム「Murphy」に関連したノードを素早く見つけるため
に役立ちます。 db2exfmt により出力される結果として生じるプラン・フラグメン
トは、次のようになります。

Rows
RETURN
( 1)
Cost
I/O
|

6454.4
NLJOIN
( 2)

1.53351e+06
189180
/--+-\

6996.81 0.922477
FETCH XSCAN
( 3) ( 7)
4091.76 218.587

266 27
/---+---\

6996.81 210000
RIDSCN TABLE: DB2XML
( 4) TX
3609.39

81
|

6996.81
SORT
( 5)
3609.34

81
|

6996.81
XISCAN
( 6)
3017.54

81
|

210000
XMLIN: DB2XML

TX_IDX

パフォーマンス上の推奨事項:

v 時間の経過と共に、複数のデータベース更新によって索引がフラグメント化され
て、索引ページが必要以上に多くなってしまう場合があります。これは、索引を
除去して再作成するか、索引を再編成することによって修正できます。

v 複数の表にアクセスする場合、外部表の結合列に対して索引を作成することによ
り、索引を介した内部表へのアクセスがより効率的になることがあります。

v 統計が最新のものでない場合は、RUNSTATS コマンドを使用して更新してくださ
い。
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XSCAN 演算子
この演算子を使って XML フラグメントをナビゲートし、XPath 式を評価し、必要
な場合には文書フラグメントを抽出します。

演算子名: XSCAN

意味: この演算子は、ネスト・ループ結合演算子 (NLJOIN) によって渡されるノー
ド参照を処理します。アクセス・プランへの直接入力では表されません。

たとえば、次の XQuery ステートメントを考察してみましょう。

XQUERY for $i in db2-fn:xmlcolumn("MOVIES.XMLCOL")//actor return $i

db2exfmt ユーティリティーにより提供されるこのステートメントのアクセス・プラ
ンは、表 TELIAZ.MOVIES への表スキャンにより取得される文書ノード参照を処理
する XSCAN 演算子を示します。この場合、XSCAN 演算子は、
TELIAZ.MOVIES.XMLCOL コレクション内で見つかったアクター・ノード参照を戻
します。

Rows
RETURN
( 1)
Cost
I/O
|
180

NLJOIN
( 2)
10137.9
1261
/-+\

180 1
TBSCAN XSCAN
( 3) ( 4)
21.931 56.2

1 7
|
180

TABLE: TELIAZ
MOVIES
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第 6 章 Visual Explain の概念

このセクションでは、Visual Explain の概念に関する情報を示します。

アクセス・プラン
EXPLAIN 可能ステートメント を分析するには、特定のデータが必要です。アクセ
ス・プラン は、このデータにアクセスする操作の順序を指定します。

アクセス・プランを使用すると、選択した表、索引、または列の統計、演算子のプ
ロパティー、表スペース統計や関数統計などのグローバル情報、および最適化に関
連する構成パラメーターを表示することができます。Visual Explain を使用すると、
SQL または XQuery ステートメントのアクセス・プランをグラフィック形式で表示
できます。

EXPLAIN 可能 SQL または XQuery ステートメントをコンパイルすると、オプテ
ィマイザーがアクセス・プランを生成します。アクセス・プランは、静的ステート
メントの場合には PREPARE 時またはバインド時に、動的ステートメントの場合に
は実行時に生成されます。

アクセス・プランが、使用可能な情報に基づく見積もり であることを理解しておく
のは重要なことです。オプティマイザーは、以下のような情報に基づいて見積もり
を作成します。

v システム・カタログ表内の統計 (統計が現行のものではない場合、RUNSTATS コ
マンドを使って更新してください。)

v 構成パラメーター

v バインド・オプション

v 照会最適化クラス

アクセス・プランに関連するコスト情報は、照会のリソース使用に関する、オプテ
ィマイザーの最良推定値 です。照会の実際の経過時間は、データベース・マネージ
ャーの範囲外の要因 (たとえば、同時に実行されている他のアプリケーションの数)

によって変わる可能性があります。実際の経過時間は、パフォーマンス・モニター
を使用して、照会の実行中に計測できます。

アクセス・プラン・グラフ
Visual Explain はさまざまなソースからの情報を使用して、アクセス・プラン・グラ
フを生成します。

下図のように、さまざまな入力に基づいて、オプティマイザーはアクセス・プラン
を選択し、Visual Explain はアクセス・プラン・グラフ にアクセス・プランを表示
します。グラフのノードは、表と索引およびそれらでの各操作を示します。ノード
間のリンクは、データの流れを示します。
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アクセス・プラン・グラフ・ノード
アクセス・プラン・グラフは、ノード を表示するツリーで構成されています。

これらのノードは以下のものを表します。

v 表。長方形で表示される。

v 索引。ひし形で表示される。

v 演算子。八角形 (8 辺) で表示される。 TQ 演算子。平行四辺形で表示される。

v 表関数。六角形 (6 辺) で表示される。

クラスタリング
時間がたつにつれ、更新によってデータ・ページ上の行の位置が変わり、索引とデ
ータ・ページの間に存在するクラスタリング の度合いが低下する場合があります。

選択された索引に関する表の再編成は、データを再クラスター化します。クラスタ
ー索引は、基本表内のデータのより良い順次アクセスを可能にするので、範囲述部
のある列に最も役立ちます。このようにすると、類似値が同一のデータ・ページに
あるため、ページ・フェッチは少なくなります。

一般に、1 つの表に定義される索引のうち、高いクラスタリングの度合いを持つ索
引は 1 つだけです。

索引のクラスタリングの度合いを調べるには、そのノードをダブルクリックし、
「索引統計」ウィンドウを表示します。クラスター化率またはクラスター因子の値
がこのウィンドウに表示されます。値が低い場合は、表のデータを再編成すること
をご検討ください。

コンテナー
コンテナー は、データの物理ストレージ・ロケーションです。
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これは、ファイル、ディレクトリー、またはデバイスのいずれかになり、表スペー
スに関連付けられます。

コスト
アクセス・プランを説明する文脈において、コスト とは、ステートメント (または
ステートメントのエレメント) のアクセス・プランを実行するのに必要な合計リソ
ース使用量の推定値です。

コストは、CPU コスト (命令の数) と I/O (シークおよびページ転送の数) の組み合
わせから導出されます。

コストの単位は timeron です。 timeron は実際の経過時間と直接的に同じものでは
ありませんが、同一の照会の 2 つのプランを実行するためにデータベース・マネー
ジャーによって必要とされるリソース (コスト) の大まかな相対的推定値です。

アクセス・プラン・グラフの各演算子ノードに表示されるコストは累積コストであ
り、アクセス・プランの実行開始から、その特定の演算子の実行までが含まれま
す。システム上のワークロードや、データの行をユーザーに戻すコストといった因
子は反映されません。

カーソル・ブロッキング
カーソル・ブロッキング は、データベース・マネージャーに単一の操作で行のブロ
ック を取り出させることによってオーバーヘッドを削減する技法です。

これらの行は、処理されている間、DB2 クライアントのキャッシュに保管されま
す。キャッシュは、アプリケーションが OPEN CURSOR 要求を発行するときに割
り振られ、カーソルがクローズされるときに割り振り解除されます。すべての行が
処理されたときに、次の行ブロックが取り出されます。

PREP または BIND コマンドで、以下のパラメーターとともに、 BLOCKING オプ
ションを使用して、カーソルのブロッキングのタイプを指定します。

UNAMBIG
FOR READ ONLY 節で指定されたカーソルで、ブロッキングが行われま
す。

FOR READ ONLY 節または FOR UPDATE 節で宣言されず、未確定 でな
く、読み取り専用 であるカーソルはブロック化されます。未確定 カーソル
はブロック化されません。

ALL FOR READ ONLY 節で指定されたカーソル、または FOR UPDATE とし
て指定されていないカーソルで、ブロッキングが行われます。

NO どのカーソルの場合もブロッキングは行われません。

読み取り専用カーソルおよび未確定カーソルの定義については、DECLARE

CURSOR ステートメントを参照してください。
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データベース管理表スペース
データベース内の表スペース として、データベース管理スペース (DMS) とシステ
ム管理スペース (SMS) の 2 つのタイプがあります。

DMS 表スペースはデータベース・マネージャーによって管理されます。そして、そ
の要件に合うように設計され、調整されます。

DMS 表スペースの定義には、データベース・データが DMS 表スペース形式で保
管されるファイル (またはデバイス) のリストが含まれます。

記憶容量を増やすために、事前割り振りファイル (またはデバイス) を既存の DMS

表スペースに追加することができます。データベース・マネージャーは、その表ス
ペースに属するすべてのコンテナー で、既存のデータを自動的に再平衡化します。

DMS および SMS 表スペースは同一のデータベースに共存することができます。

動的 SQL または XQuery
動的 SQL ステートメントまたは XQuery ステートメント とは、アプリケーショ
ン・プログラムの実行中にプログラム内部で準備されて実行されるステートメント
です。

動的 SQL または XQuery では、以下のいずれかが該当します。

v CLI または CLP を使用して、ユーザーが SQL または XQuery ステートメント
を対話式に発行する。

v SQL または XQuery ソースが、アプリケーション・プログラムに組み込まれてい
るホスト言語変数に含まれている。

データベース・マネージャーが動的 SQL または XQuery ステートメントを実行す
るとき、現行のカタログ統計および構成パラメーターに基づいたアクセス・プラン
が作成されます。このアクセス・プランは、ステートメントのアプリケーション・
プログラムの実行ごとに変化する場合もあります。

動的 SQL または XQuery に代わる選択肢は、静的 SQL または XQuery です。

データ演算子の Explain 情報
単一のアクセス・プランでは、SQL または XQuery ステートメントを実行し、結果
をユーザーに戻すために、データに対していくつかの操作を実行することができま
す。照会コンパイラーが、表スキャン、索引スキャン、ネスト・ループの結合、ま
たはグループ化演算子など、必要な操作を判別します。

Explain 情報は、アクセス・プランで使用される演算子と各演算子に関する情報を示
すだけでなく、アクセス・プランの累積効果も示します。

コスト情報の見積もり: 演算子については、以下に示した累積コストの見積もりを
表示することができます。 これらのコストは選択したアクセス・プランに関するも
ので、情報が収集された演算子に至るまでのコストが表示されます。

v 合計コスト (timeron)
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v ページ入出力の数

v CPU 命令の数

v 最初の行を取り出すためのコスト (timeron)。必要な初期オーバーヘッドがあるな
らば、それも含む。

v コミュニケーション・コスト (フレーム単位)。

timeron は、架空の相対計測単位です。 timeron は、オプティマイザーによって、内
部値、たとえばデータベースの使用に応じて変わる統計などに基づいて決定されま
す。そのため、timeron の見積もりコストが決定されるたびに、SQL または XQuery

ステートメントの timeron メジャーが同じになるという保証はありません。

演算子の特性: 以下に示す情報は Explain 機能によって記録されるもので、各演算
子の特性を記述します。

v アクセスされた表のセット

v アクセスされた列のセット

v データの順序付けに使用された列 (オプティマイザーが、この配列を後続の演算
子で使用できると判別した場合に行われます)

v 適用された述部のセット

v 戻される行数の見積もり (カーディナリティー)

Explain スナップショット
Visual Explain を使用すれば、Explain スナップショットの内容を調べることができ
ます。 Explain スナップショットとは、SQL ステートメントの EXPLAIN 時に収集
される、圧縮された情報のことです。

Explain スナップショットは、EXPLAIN_STATEMENT 表にバイナリー・ラージ・
オブジェクト (BLOB) として保管され、以下の情報が含まれます。

v アクセス・プランの内部表記。これには、演算子とアクセスされる表および索引
が含まれます。

v オプティマイザーが使用する決定の基準。これには、データベース・オブジェク
トの統計と各操作のコストの累計が含まれます。

SQL ステートメントのアクセス・プランのグラフィカル表現を表示する場合には、
Explain スナップショットが必要です。 Explain スナップショットが作成されること
を確認するには、以下のようにします。

1. Explain スナップショットを保管するために、Explain 表がデータベース・マネー
ジャーに存在しなければなりません。これらの表を作成する方法についての詳細
は、オンライン・ヘルプの『Explain 表を作成する』を参照してください。

2. 静的 SQL または XQuery ステートメントの入ったパッケージについては、パッ
ケージをバインドまたは PREP する際に EXPLSNAP オプションを ALL また
は YES に設定します。パッケージに入っている EXPLAIN 可能な SQL ステー
トメントごとに Explain スナップショットが作成されます。詳しくは、BIND コ
マンドと PREP コマンドを参照してください。

3. 動的 SQL ステートメントについては、それらを発行するアプリケーションをバ
インドする際に、EXPLSNAP オプションを ALL に設定します。あるいは、動
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的 SQL ステートメントを対話的に発行する前に、CURRENT EXPLAIN

SNAPSHOT 特殊レジスターを YES または EXPLAIN に設定します。詳しく
は、CURRENT EXPLAIN SNAPSHOT 特殊レジスター、および SET CURRENT

EXPLAIN SNAPSHOT ステートメントを参照してください。

EXPLAIN 可能ステートメント
EXPLAIN 可能ステートメント は、EXPLAIN 操作を実行できる SQL または
XQuery ステートメントです。

EXPLAIN 可能 SQL または XQuery ステートメントは、以下のとおりです。

v DELETE

v INSERT

v MERGE

v REFRESH TABLE

v SELECT

v SET INTEGRITY

v UPDATE

v VALUES

EXPLAIN されたステートメント
EXPLAIN されたステートメントは、EXPLAIN 操作が実行された SQL または
XQuery ステートメントです。

EXPLAIN されたステートメントは、「EXPLAIN されたステートメント履歴」ウィ
ンドウに表示されます。

オペランド
オペランドは、操作が実行されるエンティティーです。

たとえば、表または索引は TBSCAN および IXSCAN などのさまざまな演算子のオ
ペランドです。

演算子
演算子 は、SQL または XQuery ステートメントに対するアクセス・プランが実行
されるとき、データまたは表や索引からの出力に対して実行する必要があるアクシ
ョンです。

次の演算子は、アクセス・プランのグラフに表示できます。

DELETE
表から行を削除する。

EISCAN
行の削減ストリームを生み出すためユーザー定義索引をスキャンする。
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FETCH
特定のレコード ID を使用して表から列を取り出す。

FILTER
1 つ以上の述部を適用することによってデータをフィルタリングする。

GENROW
行の表を生成する。

GRPBY
指定列や関数の共通値によって行をグループ化し、設定関数で評価する。

HSJOIN
複数の表が結合列でハッシュされているハッシュ結合を表現する。

INSERT
表に行を挿入する。

IXAND
複数の索引スキャンから行 ID (RID) を統合 (AND) する。

IXSCAN
表の索引をオプションのスタート/ストップ条件でスキャンし、行の配列ス
トリームを生成する。

MSJOIN
外部表と内部表の両方が結合述部の配列である必要があるマージ結合を表
す。

NLJOIN
外部表の各行ごとに一度内部表にアクセスするネスト・ループ結合を表す。

RETURN
照会データのユーザーへの戻りを表す。

RIDSCN
1 つ以上の索引から取得した行 ID (RID) のリストをスキャンする。

RPD (Remote PushDown)
リモート・プラン用演算子。 バージョン 8 の SHIP 演算子 (前のバージョ
ンの RQUERY 演算子) とよく似ている。ただし SQL または XQuery ステ
ートメントを含まない点を除く。

SHIP リモート・データベース・ソースからデータを取得する。 フェデレーテッ
ド・システムで使用する。

SORT 指定した列の順序で行をソートする、重複項目を除去することもできる。

TBSCAN
データ・ページから必要データを直接読み取ることによって行を取得する。

TEMP 読み出すため（複数回の場合もある) に一時表にデータを保管する。

TQ データベース・エージェント間で表データを転送する。

UNION
複数の表から行のストリームを連結する。

UNIQUE
指定した列に対して値が重複する行を除去する。
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UPDATE
表の行を更新する。

XISCAN
XML 表の索引をスキャンする。

XSCAN
XML 文書ノードのサブツリーをナビゲートする。

XANDOR
AND 演算および OR 演算された述部を複数の XML 索引に適用すること
を可能にする。

オプティマイザー
オプティマイザーは、データ操作言語 (DML) SQL ステートメント用のアクセス・
プランを選択する、SQL コンパイラーのコンポーネントです。

多数の代替アクセス・プランの実行コストをモデル化し、見積もりコストが最小の
ものを選択し、アクセス¥プランを決定します。

パッケージ
パッケージは、アプリケーション・プログラムの 1 つのソース・ファイルと関連し
た SQL ステートメントを処理するのに必要な情報が含まれる、データベースに保
管されたオブジェクトです。

これは、以下のどちらかによって生成されます。

v PREP コマンドを使って、ソース・ファイルをプリコンパイルする

v BIND コマンドを使って、プリコンパイラーによって生成されたバインド・ファ
イルをバインディングする

述部
述部 は、比較操作を明示する、または暗黙のうちに示す検索条件の 1 つの要素で
す。述部は、WHERE または HAVING で始まる節に含まれます。

たとえば、以下の SQL ステートメントでは、

SELECT * FROM SAMPLE
WHERE NAME = ’SMITH’ AND
DEPT = 895 AND YEARS > 5

NAME = ’SMITH’、DEPT = 895、および YEARS > 5 は、述部です。

述部は以下のいずれかのカテゴリーに分けられます (効率の高い順に列挙します)。

1. 開始および終了条件は、索引スキャンをまとめます (範囲をせばめます)。 (これ
らの条件は範囲限定述部ともいいます。)

2. 索引ページ述部 (索引検索引数述部ともいう) は、索引から評価できます。それ
は、述部に関与する列が索引キーの一部になっているからです。

3. データ・ページ述部 (データ検索引数述部ともいう) は、索引から評価できませ
んが、行がバッファー内にとどまっている間は評価できます。
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4. 残りの述部は一般的に、基本表の単純なアクセス以上の入出力を必要とします。
また、バッファー・ページの外へデータがコピーされた後に適用する必要があり
ます。それらには、副照会を持つ述部が含まれ、また表とは別のファイルに保管
されている LONG VARCHAR または LOB データを読み取る述部も含まれま
す。

述部を設計する際には、戻される行ができるだけ少なくなるよう、最も高い選択度
を目指してください。

以下のタイプの述部は最も効率が高く、最も一般的に使用されています。

v 単純等式結合述部 は、マージ結合に必要とされます。これは table1.column =

table2.column という形のもので、2 つの異なる表にある列を等価にして、それら
の表を結合できるようにします。

v ローカル述部 は 1 つの表だけに適用されます。

照会最適化クラス
照会最適化クラス は、照会再書き込み規則と、照会をコンパイルするための最適化
手法のセットです。

基本的な照会最適化クラスは、以下のとおりです。

1 制限付きの最適化。メモリーおよび処理リソースが厳しく制限されていると
きに役立ちます。バージョン 1 によって提供されている最適化とほぼ同等
です。

2 低レベルの最適化。最適化のレベルをバージョン 1 のレベルより高く指定
しますが、特に非常に複雑な照会の場合、最適化コストはレベル 3 以上よ
りかなり低く指定されます。

3 中レベルの最適化。 DB2 for z/OS® の照会最適化の特性に最も近いもので
す。

5 通常の最適化。単純なトランザクションと複雑な照会の両方を使用する混合
環境に推奨されています。

7 通常の最適化。複雑な動的照会の照会最適化の量を減少させないことを除け
ば、照会最適化 5 と同じです。

その他の照会最適化クラスは以下のとおりですが、これらは特殊な事情の場合にの
み使用されます。

0 最小の最適化。最適化がほとんどまたはまったく必要とされていないときに
のみ使用します (つまり、適切に索引付けされた表での非常に単純な照会用
です)。

9 最大の最適化。大量のメモリーおよび処理リソースを使用します。クラス 5

では不十分な場合にのみ使用します (つまり、クラス 5 ではうまく実行さ
れない、非常に複雑で長時間実行される照会用です)。

一般的に、静的照会および実行するのに長時間かかると想定される照会の場合に
は、高い最適化クラスを使用し、動的にサブミットされる単純な照会または数回の
み実行される単純な照会の場合、低い最適化クラスを使用します。
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動的 SQL または XQuery ステートメントの照会最適化を設定するには、コマンド
行プロセッサーで以下のコマンドを入力します。

SET CURRENT QUERY OPTIMIZATION = n;

ここで、「n」は必要な照会最適化クラスです。

静的 SQL または XQuery ステートメントの照会最適化を設定するには、BIND ま
たは PREP コマンドで QUERYOPT オプションを使用します。

Explain XML 演算子用の XML 文書フラグメントの例
Explain XML 演算子 XSCAN、XISCAN、および XANDOR の説明では、このサン
プル XML 文書フラグメントを使用します。

<emp id=’12345’ salary=’60000’>
<name>
<first>William</first>
<last>Murphy</last>
</name>
<spouse>
<name>
<first>Cecilia</first>
<last>Murphy</last>
</name>
</spouse>
<dept id=’K55’>
Finance
</dept>
</emp>
<emp id=’12345’ salary=’40000’>
<name>
<first>Patricio</first>
<last>Murphy</last>
</name>
<dept id=’A15’>
Sales
</dept>
</emp>
<emp id=’12346’ salary=’70000’>
<name>
<first>Victoria</first>
<last>Zubiri</last>
</name>
<dept id=’B11’>
Marketing
</dept>
</emp>

述部の選択度
選択度 とは、任意の行が述部を満足させる (つまり、真になる) 可能性を指しま
す。

たとえば、1,000,000 の行がある表に対して、選択度が 0.01 (1%) の述部を作用させ
た場合、その述部は概算で 10,000 の行 (1,000,000 の 1%) を戻し、概算で 990,000

の行を破棄します。
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選択度の強い述部 (選択度が 0.10 以下のもの) が望ましいといえます。そのような
述部は、その後に作用する操作に対して少しの行だけを戻すので、照会を満足させ
るために必要な CPU と入出力が少なくて済みます。

例: 1,000,000 個の行を持つ表があって、オリジナルの照会が ’ORDER BY’ 節を含
んでおり、追加のソート・ステップが必要であるとします。選択度が 0.01 の述部で
は、概算で 10,000 の行に対してソートを行う必要があります。しかし、より選択度
の弱い 0.50 の述部では、概算で 500,000 の行に対してソートを行う必要があり、
結果としてより多くの CPU と I/O 時間が必要になります。

スター型結合
あるファクト表 (大きな中央表) が 2 つ以上のディメンション表 (ファクト表の列
値について記述した小さな表) と結合されている場合、この結合セットをスター型
結合と言います。

スター型結合は、3 つの主要部分で構成されます。

v 半結合

v 半結合の結果の索引 ANDing

v 半結合の完了

これは 2 つ以上の結合が IXAND 演算子をフィードすることを示します。

半結合とは、結合の結果が内部表と外部表の列の結合ではなく、内部表の行 ID

(RID) のみである特殊な形態の結合です。

スター型結合は半結合を使用することにより、索引 ANDing 演算子に行 ID を提供
します。索引 ANDing 演算子は、さまざまな結合のフィルター作用を累積します。
索引 ANDing 演算子からの出力は、索引 ORing 演算子に送られます。これによ
り、行 ID を配列し、索引 ANDing 演算子をフィードする結合の結果として生じる
行の重複をなくします。ファクト表からの行は、Fetch 演算子を使用してフェッチさ
れます。最終的には、削減されたファクト表がすべてのディメンション表に結合さ
れ、結合は完了します。

パフォーマンス上の推奨事項:

v ディメンション表の結合ごとに、ファクト表に索引を作成してください。

v ソート・ヒープしきい値が、索引 ANDing 演算子のビット・フィルターを割り振
るのに十分であるかを確認してください。スター型結合の場合、およそ 12MB つ
まり 3000 の 4K ページが必要です。パーティション内並列処理の場合、ビッ
ト・フィルターは共有ソート・ヒープと同じ共有メモリー・セグメントから割り
振られ、sortheap データベース構成パラメーターおよび sheapthres_shr データベ
ース構成パラメーターによって、バインドされます。

v ディメンション表に対してフィルター述部を適用してください。統計が最新のも
のでない場合は、RUNSTATS コマンドを使用して更新してください。
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静的 SQL または XQuery
静的 SQL または XQuery ステートメントは、アプリケーション・プログラム内に
組み込まれています。これらの組み込みステートメントはすべて、アプリケーショ
ンが実行される前に、プリコンパイルされ、パッケージ内にバインドされる必要が
あります。

静的 SQL で XQuery 式を実行するには、XMLQUERY 関数を使用します。

データベース・マネージャーがこれらのステートメントをコンパイルするとき、ス
テートメントのプリコンパイル時およびバインド時のカタログ統計と構成パラメー
ターに基づいてステートメントごとにアクセス・プランが作成されます。

これらのアクセス・プランは、アプリケーションが実行されているときには、常に
使用されています。パッケージが再びバインドされるまで、変更されません。

静的 SQL または XQuery 以外の選択肢は、動的 SQL または XQuery です。

システム管理表スペース
データベース内の表スペースとして、システム管理スペース (SMS) とデータベース
管理スペース (DMS) の 2 つのタイプがあります。

SMS 表スペースは、オペレーティング・システムによって管理されますが、そのオ
ペレーティング・システムは表スペースが作成されるときに割り当てられるスペー
スに、データベース・データを保管します。表スペース定義には、このデータが保
管される 1 つ以上のディレクトリー・パスのリストが含まれています。

ファイル・システムは、メディア・ストレージの割り振りおよび管理を管理しま
す。

SMS および DMS 表スペースは同一のデータベースに共存することができます。

表スペース
非常に大きなデータベースを、表スペースと呼ばれる別々に管理される部分にパー
ティション化すると、管理がより簡単になります。表スペースを使用すると、デー
タの場所を特定の論理デバイスまたはその特定の部分に割り当てることができま
す。

たとえば、表を作成するとき、LONG データまたはラージ・オブジェクト (LOB)

データを含む表の索引または LONG 列を、他の表データとは別の場所に保管するよ
う指定できます。

表スペースは、パフォーマンスを向上させるために、1 つ以上の物理ストレージ・
デバイス (コンテナー) に分散させることができます。ただし、表スペース内のすべ
てのデバイスまたはコンテナーが類似のパフォーマンス特性を持つようにすること
をお勧めします。

表スペースは、システム管理スペース (SMS) またはデータベース管理スペース
(DMS) という 2 つの異なる方法で管理されます。
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Visual Explain
Visual Explain では、EXPLAIN された SQL または XQuery ステートメントのアク
セス・プランをグラフとして表示することができます。グラフで使用可能な情報を
使い、照会を調整し、パフォーマンスを向上させることができます。

Visual Explain を使用して、以下のことができます。

v 最適化時に使用された統計の表示。これらの統計を最新のカタログ統計と比較
し、パッケージの再バインドでパフォーマンスを向上できるかどうかを決定する
のに役立ちます。

v 表へのアクセスに索引が使用されたかどうかの判別。索引が使用されなかった場
合、Visual Explain はどの列に索引を付けるとよいかを判断する助けになりま
す。

v 照会のアクセス・プラン・グラフの前と後のバージョンの比較による、さまざま
な調整技法を実行した際の効果の表示。

v 見積コストの合計および検索された行の数 (カーディナリティー) を含む、アクセ
ス・プランでのそれぞれの操作に関する情報の取得。

アクセス・プラン・グラフは以下の詳細を表示します。

v 表 (およびそれに関連する列) と索引

v 演算子 (表スキャン、ソート、および結合など)

v 表スペースおよび関数

注: Visual Explain はコマンド行から起動できず、コントロール・センターの各種デ
ータベース・オブジェクトからしか起動できない点に注意してください。

Visual Explain を開始するには:

v コントロール・センターから、データベース名を右クリックし、「EXPLAIN さ
れたステートメント履歴の表示」または「照会の EXPLAIN」のいずれかを選択
します。

v コマンド・エディターから、「対話式」ページまたは「スクリプト」ページで、
EXPLAIN 可能ステートメントを実行します。

v Query Patroller から、「管理対象照会プロパティー」ノートブックまたは「履歴
照会プロパティー」ノートブックで、「アクセス・プランの表示」をクリックし
ます。
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第 7 章 Visual Explain のタスク

このセクションでは、Visual Explain を使って実行できる関連タスクをリストしま
す。

コマンド・エディターを使用してアクセス・プランを作成する
コマンド・エディターを使用して、SQL および XQuery ステートメント、IMS™ コ
マンド、および DB2 コマンドを生成、編集、実行、および操作します。

コマンド・エディターを使用して結果の出力を処理し、EXPLAIN された SQL ステ
ートメントのアクセス・プランのグラフィカル表現を表示することもできます。コ
マンドと SQL ステートメントは、DB2 Database for Linux® and Windows®、DB2

Database for z/OS and OS/390® システムおよびサブシステム、および DB2

Database for IMSplex に対して実行できます。

コマンド・エディターを使用してアクセス・プランを作成するには、以下のように
します。

1. コマンド・エディターをオープンする。独立型のコマンド・エディターをオープ
ンするには、「スタート」->「プログラム」->「IBM DB2」-> 「コマンド行ツ
ール」->「コマンド・エディター」を選択します。

2. 「対話式」または「スクリプト」タブのいずれかを選択し、以下を実行する。

a. データベースに接続する。(テキスト域に connect コマンドを入力し、ステッ
プ 2 で選択したページに応じて「対話式」または「スクリプト」メニューか

ら「実行」を選択します。または アイコンをクリックするか、
Ctrl+Enter キーを押してコマンドを実行します。)

b. ステートメントを実行せずにアクセス・プランを作成するには、テキスト域
に EXPLAIN 可能ステートメントを入力し、「対話式」または「スクリプ

ト」メニューから「アクセス・プランの作成」を選択するか、または ア
イコンをクリックする。アクセス・プランのグラフが、「アクセス・プラ
ン」ページに表示されます。

EXPLAIN 可能ステートメントを既存のスクリプトから選択することもできま
す。

3. アクセス・プランを作成し、ステートメントも実行するには、以下のようにしま
す。

a. 「対話式」または「スクリプト」メニューから「オプション」を選択する。
コマンド・センターの「オプション」ノートブックがオープンします。「ア
クセス・プラン」タブをクリックします。「アクセス・プランの自動生成」
チェック・ボックスを選択します。

b. テキスト域に EXPLAIN 可能ステートメント を入力するか、または既存のス
テートメントを選択する。「対話式」または「スクリプト」メニューから

「実行」を選択するか、または アイコンをクリックします。結果が「結
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果」ページに表示されます。生成されたアクセス・プランを表示するには、
「アクセス・プラン」タブをクリックします。

アクセス・プランのグラフィカル表現の表示
「アクセス・プラン・グラフ」ウィンドウは、EXPLAIN された SQL または
XQuery ステートメントのアクセス・プラン のグラフィカル表現を表示するのに使
用します。

グラフのノードは、表と索引およびそれらでの各操作を示します。ノード間のリン
クは、データの流れを示します。

タスク

v 「ステートメント」メニューを使用して、グラフを印刷し、SQL または XQuery

ステートメントを動的に EXPLAIN し、テキストまたは最適化テキストを表示
し、最適化パラメーターや統計を表示します。

v 「ノード」メニューを使用して、ノードに関する詳細情報または統計を表示した
り、それぞれの演算子の追加ヘルプを入手します。

v 「ビュー」メニューを使用して、グラフ設定を変更したり、グラフの概要を表示
します。これは、大きなグラフの場合に特に役立ちます。

このウィンドウでは、以下のオブジェクトについての詳細情報を表示できます。

v 表スペースおよび表スペース統計

v 関数および関数統計

v 演算子

v パーティション・データベース

v オペランド

– 列分布統計

– 索引および索引統計

– ページ・フェッチ・ペア統計

– 列グループ

– 参照列、参照列グループ、および参照列統計

– 表関数統計および表統計

「アクセス・プラン・グラフ」ウィンドウをオープンするには、以下のいずれかの
方法を使用してください。

1. 「EXPLAIN 可能ステートメント」ウィンドウまたは「EXPLAIN されたステー
トメント履歴」ウィンドウのいずれかをオープンします。「ステートメント」->
「アクセス・プランの表示」を選択します。「アクセス・プラン・グラフ」ウィ
ンドウがオープンします。

2. 「EXPLAIN 可能ステートメント」ウィンドウまたは「EXPLAIN されたステー
トメント履歴」ウィンドウのいずれかから「照会の EXPLAIN」を呼び出しま
す。「照会ステートメントの EXPLAIN」ウィンドウが、動的 EXPLAIN の結果
としてオープンします。

「アクセス・プラン・グラフ」ウィンドウの内容の読み方
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ウィンドウの一番上の領域

「アクセス・プラン・グラフ」ウィンドウの一番上の領域で、グラフにアクセス・
プランが表示されているステートメントを識別します。

ウィンドウのこの部分はさらに以下を示します。

v ステートメントの EXPLAIN 日付、時刻、パッケージ名、およびバージョン

v ステートメントが作成された時点でフェデレーテッド（連合）関数が使用可能で
あったかどうか

v その合計の想定コスト

v このステートメントが EXPLAIN されるシステムの並列処理のタイプ。以下のど
れかになります。

– なし

– パーティション内並列処理

– パーティション間並列処理

– 全並列処理 (パーティション内およびパーティション間)

グラフ

グラフのノードは、オペランド (表、索引、または表関数) およびそのオペランドに
影響を与える演算子を表します。ノードの詳細な統計情報を表示するには、ノード
をダブルクリックしてください。

グラフに示された情報の詳細を表示するには、ズーム・スライダーを上下にドラッ
グします。

浮動値は浮動小数点表記で表示される場合があります。

トラブルシューティングのヒント

v LONGDATACOMPAT を使用しているときにアクセス・プランを検索する

v 以前および後続のリリースの Visual Explain サポート

以前に EXPLAIN された照会ステートメントの履歴を表示する
「EXPLAIN されたステートメント履歴」ウィンドウは、選択したデータベースに関
して以前に EXPLAIN した SQL または XQuery ステートメントの履歴を表示する
ために使用します。

各項目は、以下のいずれかに関連した EXPLAIN されたステートメントです。

v パッケージの静的 SQL または XQuery ステートメント

v 動的 SQL または XQuery ステートメント。

タスク

v 「ステートメント」メニューを使用して、アクセス・プランをグラフィカル表現
で表示したり、照会ステートメントを動的に EXPLAIN したり、照会ステートメ
ントのテキストを表示したり、照会ステートメントを変更または除去したりしま
す。
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v 「ビュー」メニューまたは 2 番目のツールバーのアイコンを使用して、
EXPLAIN 可能ステートメントをソート、フィルター、またはカスタマイズしま
す。このメニューのオプションを使用して、このウィンドウの内容を保管するこ
ともできます。

「EXPLAIN されたステートメント履歴」ウィンドウをオープンするには、以下のい
ずれかを実行します。

v コントロール・センターから、「データベース」フォルダーが表示されるまでオ
ブジェクト・ツリーを展開し、使用するデータベースが表示されるまでそのフォ
ルダーを展開してから、以下のいずれかを行います。

– 該当のデータベースを右クリックし、ポップアップ・メニューから
「EXPLAIN されたステートメント履歴の表示」を選択します。または「選
択」->「EXPLAIN されたステートメント履歴の表示」を選択します。

– そのデータベースを強調表示し、「選択」->「EXPLAIN されたステートメン
ト履歴の表示」を選択します。

v コントロール・センターで、(「アプリケーション・オブジェクト」フォルダーの
下に)「パッケージ」フォルダー が表示されるまでオブジェクト・ツリーを展開
します。次いで、以下のようにします。

– 「パッケージ」フォルダーをクリックします。既存のパッケージ・オブジェク
トは、ウィンドウの右側に表示されます。

– 必要なパッケージを右クリックし、ポップアップ・メニューから「EXPLAIN
されたステートメント履歴の表示」を選択します。またはパッケージを強調表
示し、「選択」->「EXPLAIN されたステートメント履歴の表示」を選択する
か、単にパッケージをダブルクリックします。

v 「EXPLAIN 可能ステートメント」ウィンドウから、「ステートメント」
–>「EXPLAIN されたステートメント履歴の表示」を選択します。

ステートメントを「EXPLAIN 可能ステートメント」ウィンドウから選択した場
合、「EXPLAIN されたステートメント履歴」ウィンドウは、選択された SQL ス
テートメントに関連したすべての EXPLAIN されたステートメントを表示しま
す。

ステートメントを選択していない場合、「EXPLAIN されたステートメント履
歴」ウィンドウは、EXPLAIN 可能ステートメントが入っているパッケージに関
連したすべての EXPLAIN されたステートメントを表示します。

「EXPLAIN されたステートメント履歴」ウィンドウには、Explain 表が存在するか
どうかに応じて、EXPLAIN されたステートメントが入っている場合もあればそうで
ない場合もあります。

「EXPLAIN されたステートメント履歴」ウィンドウの内容の説明

このウィンドウの中の列は、EXPLAIN された照会ステートメントに関する以下の情
報を提供します。

パッケージ名
以下を行うパッケージの名前:

v SQL または XQuery ステートメントが入る (静的照会の場合)
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v SQL または XQuery ステートメントを発行した (動的照会の場合)

パッケージ作成者
パッケージを作成したユーザーのユーザー ID。

パッケージ・バージョン
パッケージのバージョン番号。

Explain スナップショット
SQL または XQuery ステートメントに対して、Explain スナップショット
が取得されたかどうかを示します。 (取得されていない場合は、ステートメ
ントのアクセス・プラン・グラフは表示できません。)

最新バインド
ステートメントがパッケージに含まれている場合、そのステートメントが最
新のバインド・パッケージに関連しているかどうかがこのフィールドに示さ
れます。

動的 EXPLAIN
EXPLAIN された照会ステートメントが動的かどうかを示します。 (動的で
ない場合は、これはパッケージ内の静的、SQL または XQuery ステートメ
ントです。)

EXPLAIN 日付
ステートメントで EXPLAIN 操作が実行された日付。

EXPLAIN 時刻
ステートメントで EXPLAIN 操作が実行された時刻。

合計コスト
ステートメントの見積合計コスト (timeron 単位)。

ステートメント番号
アプリケーション・プログラムのソース・モジュール内の、SQL または
XQuery ステートメントの行番号。

セクション番号
SQL または XQuery ステートメントに関連したパッケージ内のセクション
番号。

照会番号
ステートメントに関連する照会番号。

照会タグ
ステートメントに関連する照会タグ。

照会テキスト
オリジナル SQL または XQuery ステートメントの最初の 100 文字。(ステ
ートメント内をスクロールするには、ウィンドウの一番下にあるスクロー
ル・バーを使用します。) 完全な SQL または XQuery ステートメントを表
示するには、「ステートメント」->「照会テキストの表示」を選択します。

注釈 ステートメントに関連する注釈。 (たとえば、静的照会ステートメントの場
合は、そのステートメントを含むパッケージに関連する注釈です。)

トラブルシューティングのヒント
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v 90ページの『LONGDATACOMPAT を使用しているときにアクセス・プランを
検索する』

v 91ページの『以前および後続のリリースの Visual Explain サポート』

パッケージの EXPLAIN 可能ステートメントを表示する
「EXPLAIN 可能ステートメント」ウィンドウは、選択したパッケージ の
EXPLAIN 可能照会ステートメントを表示するのに使用します。

ステートメントの Explain スナップショットを取得してある場合は、このリストを
使用してそのステートメントに関する追加情報 (その合計コストや、そのアクセ
ス・プランのグラフィカル表示など) を見ることができます。

タスク

v 「ステートメント」メニューを使用して、以前に EXPLAIN された SQL または
XQuery ステートメントの履歴を表示したり、アクセス・プランのグラフィカル
表現を表示したり、照会ステートメントを動的に EXPLAIN したり、照会ステー
トメントのテキストを表示したりします。

v 「ビュー」メニューまたは 2 番目のツールバーのアイコンを使用して、
EXPLAIN 可能ステートメントをソート、フィルター、またはカスタマイズしま
す。このメニューのオプションを使用して、このウィンドウの内容を保管するこ
ともできます。

「EXPLAIN 可能ステートメント」ウィンドウをオープンするには、次のようにしま
す。

v コントロール・センターで、(「アプリケーション・オブジェクト」フォルダーの
下に)「パッケージ」フォルダー が表示されるまでオブジェクト・ツリーを展開
します。

v 「パッケージ」フォルダーをクリックします。既存のパッケージ・オブジェクト
が、ウィンドウの右側のペインに表示されます。

v 以下のいずれかを実行します。

– 使用するパッケージを右クリックして、ポップアップ・メニューから
「EXPLAIN 可能ステートメントの表示」を選択します。

– パッケージを強調表示し、「選択」->「EXPLAIN 可能ステートメントの表
示」を選択します。

– パッケージをダブルクリックします。

「EXPLAIN 可能ステートメント」ウィンドウの内容の読み方

ウィンドウ内の列は、SQL または XQuery ステートメントに関する以下の情報を提
供します。

ステートメント番号
アプリケーション・プログラムのソース・モジュール内の、SQL または
XQuery ステートメントの行番号。静的照会の場合は、この番号が
SYSCAT.STATEMENTS 表の STMTNO 列 に対応します。
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セクション番号
SQL または XQuery ステートメントに関連したパッケージ内のセクション
番号。

Explain スナップショット
SQL または XQuery ステートメントに対して、Explain スナップショット
が取得されたかどうかを示します。 (取得されていない場合は、ステートメ
ントのアクセス・プラン・グラフは表示できません。)

合計コスト
選択した SQL または XQuery ステートメントの照会結果を戻すための見積
合計コスト (timeron 単位)。 (ステートメントを含むパッケージが以前に
EXPLAIN されている場合にのみ使用できます。)

照会テキスト
照会ステートメントの最初の 100 文字。(ステートメント内をスクロールす
るには、ウィンドウの一番下にあるスクロール・バーを使用します。) 完全
な SQL または XQuery ステートメントを表示するには、「ステートメン
ト」->「照会テキストの表示」を選択します。

トラブルシューティングのヒント

v 90ページの『LONGDATACOMPAT を使用しているときにアクセス・プランを
検索する』

v 91ページの『以前および後続のリリースの Visual Explain サポート』

索引の作成に関するガイドライン
適切な索引を作成することにより、オプティマイザーは索引スキャンの方が表スキ
ャンよりも効率的となる場合にそれを選択できるようになります。

索引を作成する際のガイドラインを以下に示します。

v 主キーおよびユニーク索引を、それらが適用できる箇所には常に定義します。

v 照会が表の結合 (結合述部) に使用する列に、索引を作成します。

v 特定の値を定期的に検索する列に、索引を作成します。

v ORDER BY 節で頻繁に使用される列に、索引を作成します。

v 必要なデータだけが取得される述部を使用していることを確認してください。た
とえば、述部の「述部の選択度」の値が、表の中の戻す部分を表していることを
確認します。

v 複数列の索引を作成するとき、索引の最初の列は照会の述部によって最も頻繁に
使用されるものにします。

v 索引を作成することによるディスクおよび更新の保守オーバーヘッドが大きくな
り過ぎないようにします。

期限切れアクセス・プラン
アクセス・プランが期限切れの場合、統計を更新する必要があります。その後、パ
ッケージを再バインドします。

症状 STATS_TIME 行は、統計が更新されていないことを示しています。
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考えられる原因
オプティマイザーは、デフォルト値を使用しました。 (これらのデフォルト
値は、キーワード「default」とともに表示されます。) この状態は、期限切
れアクセス・プランになる可能性があります。

アクション
統計を更新するために、RUNSTATS コマンドを使用することを推奨しま
す。その後パッケージを再バインドしてください。

LONGDATACOMPAT を使用しているときにアクセス・プランを検索する
LONGDATACOMPAT の使用時にアクセス・プランを検索できない場合には、デー
タベース別名を作成して再試行します。

症状

Visual Explain を使用しても、EXPLAIN されたステートメント履歴またはアクセ
ス・プランを表示することができません。

考えられる原因

db2cli.ini ファイルで LONGDATACOMPAT の値が 1 に設定されている場合、
Visual Explain のアクセス・プランは生成できますが、取得はできません。

アクション

回避策として、LONGDATACOMPAT を 0 に設定してそのデータベースのデータベ
ース別名を作成できます。たとえば次のようにします。

DB2 UPDATE CLI CFG FOR SECTION db-alias-name USING LONGDATACOMPAT 0

CLI 構成値を確認するには、次のコマンドを使用できます。

GET CLI CONFIGURATION [AT GLOBAL LEVEL] [FOR SECTION section-name]

たとえば、データベース名が sample である場合、次のようにします。

GET CLI CONFIGURATION FOR SECTION sample

RUNSTATS の使用
オプティマイザーはデータベースのカタログ表を使用して、データベース、その中
にあるデータの量、および他の特性についての情報を入手し、その情報を使用して
データにアクセスする最善の方法を選択します。

最新の統計が入手できない場合、オプティマイザーは不正確なデフォルト統計に基
づいて、非効率的なアクセス・プランを選択する場合があります。

runstats コマンドを使用して、表および索引に関する現在の統計を収集することを、
強くお勧めします。最後に runstats コマンドを実行してから、大きな更新アクティ
ビティーが発生した場合や新しい索引が作成されている場合は特にその必要があり
ます。これにより、オプティマイザーは最も正確な情報に基づいて、最も効果的な
アクセス・プランを決定できます。
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表の更新を行った後 で、 runstats を使用するようにしてください。そうしないと、
オプティマイザーが表を空とみなす可能性があります。この問題は、「オペレータ
ー詳細 (Operator Details)」ウィンドウのカーディナリティーが 0 である場合に明ら
かとなります。この場合は、表の更新を完了させ、runstats コマンドを再実行して、
影響を受ける表に対して Explain スナップショットを再作成します。

注:

v runstats は、照会によりアクセスされる可能性があるすべての表および索引に対し
て使用してください。

v 変位値と頻度統計を確認して、データが偏在しているかを判別します。これらの
値を更新するには、WITH DISTRIBUTION 節を指定した runstats を、表に対して
実行します。

v 統計に加えて、他の要因 (該当行の配列、表のサイズ、およびバッファー・プー
ル・サイズなど) が、アクセス・プランの選択方法に影響を与える場合がありま
す。

v runstats コマンドを実行した後、または構成パラメーターを変更した後に、アプリ
ケーションは再バインドする必要があります (そのステートメントはオプション
で再 Explain します)。

runstats コマンド ( CLP プロンプトから入力できる) は、以下の構文で示されると
おり、さまざまなレベルの統計を提供できます。

基本統計

表: RUNSTATS ON TABLE tablename

索引: RUNSTATS ON TABLE tablename FOR INDEXES ALL

表と索引の両方:
RUNSTATS ON TABLE tablename AND INDEXES ALL

拡張統計

表: RUNSTATS ON TABLE tablename WITH DISTRIBUTION

索引: RUNSTATS ON TABLE tablename FOR DETAILED INDEXES ALL

表と索引の両方:
RUNSTATS ON TABLE tablename WITH DISTRIBUTION AND DETAILED

INDEXES ALL

注: 上記のそれぞれのコマンドで、表名はスキーマ名で完全に修飾しなければなり
ません。

以前および後続のリリースの Visual Explain サポート
バージョン 9 によって生成されるスナップショット は、バージョン 8 によって生
成されるスナップショットと異なります。

バージョン 8 データベースにアクセスするバージョン 9 クライアント上で Visual

Explain を実行する場合、Visual Explain はバージョン 8 のスナップショットを処
理します。 Visual Explain は、以前のリリースとの互換性をサポートします。
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しかし、バージョン 9 データベースにアクセスするバージョン 8 クライアント上
で Visual Explain を実行している場合、Visual Explain がバージョン 9 のデータの
構文解析を試行する際、エラーが戻ります。バージョン 9 により生成されるスナッ
プショットはバージョン 8 により生成されるスナップショットとは異なるため、
Visual Explain はこの上位レベルの互換性をサポートしません。
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付録 A. DB2 技術情報の概説

DB2 技術情報は、以下のツールと方法を介して利用できます。

v DB2 インフォメーション・センター

– トピック (タスク、概念、およびリファレンス・トピック)

– DB2 ツールのヘルプ

– サンプル・プログラム

– チュートリアル

v DB2 資料

– PDF ファイル (ダウンロード可能)

– PDF ファイル (DB2 PDF DVD に含まれる)

– 印刷資料

v コマンド行ヘルプ

– コマンド・ヘルプ

– メッセージ・ヘルプ

注: DB2 インフォメーション・センターのトピックは、PDF やハードコピー資料よ
りも頻繁に更新されます。最新の情報を入手するには、資料の更新が発行されたと
きにそれをインストールするか、ibm.com® にある DB2 インフォメーション・セン
ターを参照してください。

技術資料、ホワイト・ペーパー、IBM® Redbooks® 資料などのその他の DB2 技術情
報には、オンライン (ibm.com) でアクセスできます。 DB2 Information Management

ソフトウェア・ライブラリー・サイト (http://www.ibm.com/software/data/sw-library/)

にアクセスしてください。

資料についてのフィードバック

DB2 の資料についてのお客様からの貴重なご意見をお待ちしています。DB2 の資料
を改善するための提案については、db2docs@ca.ibm.com まで E メールを送信して
ください。DB2 の資料チームは、お客様からのフィードバックすべてに目を通しま
すが、直接お客様に返答することはありません。お客様が関心をお持ちの内容につ
いて、可能な限り具体的な例を提供してください。特定のトピックまたはヘルプ・
ファイルについてのフィードバックを提供する場合は、そのトピック・タイトルお
よび URL を含めてください。

DB2 お客様サポートに連絡する場合には、この E メール・アドレスを使用しない
でください。資料を参照しても、DB2 の技術的な問題が解決しない場合は、お近く
の IBM サービス・センターにお問い合わせください。
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DB2 テクニカル・ライブラリー (ハードコピーまたは PDF 形式)

以下の表は、DB2 ライブラリーについて説明しています。DB2 ライブラリーに関す
る詳細な説明については、www.ibm.com/shop/publications/order にある IBM

Publications Center にアクセスしてください。英語の DB2 バージョン 9.5 のマニュ
アル (PDF 形式) とその翻訳版は、 www.ibm.com/support/docview.wss?rs=71

&uid=swg2700947 からダウンロードできます。

この表には印刷資料が入手可能かどうかが示されていますが、国または地域によっ
ては入手できない場合があります。

表 1. DB2 の技術情報

資料名 資料番号 印刷資料が入手可能かどうか

管理 API リファレンス SC88-4431-00 入手可能

管理ルーチンおよびビュー SC88-4435-00 入手不可

コール・レベル・インターフェ
ース ガイドおよびリファレン
ス 第 1 巻

SC88-4433-00 入手可能

コール・レベル・インターフェ
ース ガイドおよびリファレン
ス 第 2 巻

SC88-4434-00 入手可能

コマンド・リファレンス SC88-4432-00 入手可能

データ移動ユーティリティー
ガイドおよびリファレンス

SC88-4421-00 入手可能

データ・リカバリーと高可用性
ガイドおよびリファレンス

SC88-4423-00 入手可能

データ・サーバー、データベー
ス、およびデータベース・オブ
ジェクトのガイド

SC88-4259-00 入手可能

データベース・セキュリティ
ー・ガイド

SC88-4418-00 入手可能

ADO.NET および OLE DB ア
プリケーションの開発

SC88-4425-00 入手可能

組み込み SQL アプリケーショ
ンの開発

SC88-4426-00 入手可能

Java アプリケーションの開発 SC88-4427-00 入手可能

Perl および PHP アプリケーシ
ョンの開発

SC88-4428-00 入手不可

SQL および 外部ルーチンの開
発

SC88-4429-00 入手可能

データベース・アプリケーショ
ン 開発の基礎

GC88-4430-00 入手可能

DB2 インストールおよび管理
概説 (Linux および Windows

版)

GC88-4439-00 入手可能

国際化対応ガイド SC88-4420-00 入手可能
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表 1. DB2 の技術情報 (続き)

資料名 資料番号 印刷資料が入手可能かどうか

メッセージ・リファレンス 第
1 巻

GI88-4109-00 入手不可

メッセージ・リファレンス 第
2 巻

GI88-4110-00 入手不可

マイグレーション・ガイド GC88-4438-00 入手可能

Net Search Extender 管理および
ユーザーズ・ガイド
注: この資料の内容は、DB2 イ
ンフォメーション・センターに
は含まれていません。

SC88-4630-00 入手可能

パーティションおよびクラスタ
リングのガイド

SC88-4419-00 入手可能

Query Patroller 管理およびユー
ザーズ・ガイド

SC88-4611-00 入手可能

IBM データ・サーバー・クライ
アント機能 概説およびインス
トール

GC88-4441-00 入手不可

DB2 サーバー機能 概説および
インストール

GC88-4440-00 入手可能

Spatial Extender and Geodetic

Data Management Feature ユー
ザーズ・ガイドおよびリファレ
ンス

SC88-4629-00 入手可能

SQL リファレンス 第 1 巻 SC88-4436-00 入手可能

SQL リファレンス 第 2 巻 SC88-4437-00 入手可能

システム・モニター ガイドお
よびリファレンス

SC88-4422-00 入手可能

テキスト検索ガイド SC88-4424-00 入手可能

問題判別ガイド GI88-4108-00 入手不可

データベース・パフォーマンス
のチューニング

SC88-4417-00 入手可能

Visual Explain チュートリアル SC88-4449-00 入手不可

新機能 SC88-4445-00 入手可能

ワークロード・マネージャー
ガイドおよびリファレンス

SC88-4446-00 入手可能

pureXML ガイド SC88-4447-00 入手可能

XQuery リファレンス SC88-4448-00 入手不可

表 2. DB2 Connect 固有の技術情報

資料名 資料番号 印刷資料が入手可能かどうか

DB2 Connect Personal Edition

概説およびインストール
GC88-4443-00 入手可能
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表 2. DB2 Connect 固有の技術情報 (続き)

資料名 資料番号 印刷資料が入手可能かどうか

DB2 Connect サーバー機能 概
説およびインストール

GC88-4444-00 入手可能

DB2 Connect ユーザーズ・ガイ
ド

SC88-4442-00 入手可能

表 3. Information Integration の技術情報

資料名 資料番号 印刷資料が入手可能かどうか

Information Integration: フェデ
レーテッド・システム 管理ガ
イド

SC88-4166-01 入手可能

Information Integration: レプリ
ケーションおよびイベント・パ
ブリッシングのための ASNCLP

プログラム・リファレンス

SC88-4167-02 入手可能

Information Integration: フェデ
レーテッド・データ・ソース
構成ガイド

SC88-4185-01 入手不可

Information Integration: SQL レ
プリケーション ガイドおよび
リファレンス

SC88-4168-01 入手可能

Information Integration: レプリ
ケーションとイベント・パブリ
ッシング 概説

GC88-4187-01 入手可能

DB2 の印刷資料の注文方法

DB2 の印刷資料が必要な場合、オンラインで購入することができますが、すべての
国および地域で購入できるわけではありません。 DB2 の印刷資料については、IBM

営業担当員にお問い合わせください。 DB2 PDF ドキュメンテーション DVD の一
部のソフトコピー・ブックは、印刷資料では入手できないことに留意してくださ
い。例えば、「DB2 メッセージ・リファレンス」はどちらの巻も印刷資料としては
入手できません。

DB2 PDF ドキュメンテーション DVD で利用できる DB2 の印刷資料の大半は、
IBM に有償で注文することができます。国または地域によっては、資料を IBM

Publications Center からオンラインで注文することもできます。お客様の国または地
域でオンライン注文が利用できない場合、DB2 の印刷資料については、IBM 営業担
当員にお問い合わせください。 DB2 PDF ドキュメンテーション DVD に収録され
ている資料の中には、印刷資料として提供されていないものもあります。

注: 最新で完全な DB2 資料は、DB2 インフォメーション・センター
(http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9r5) で参照することができます。

DB2 の印刷資料は以下の方法で注文することができます。
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v 日本 IBM 発行のマニュアルはインターネット経由でご購入いただけます。詳し
くは http://www.ibm.com/shop/publications/order の「ご注文について」をご覧くだ
さい。資料の注文情報にアクセスするには、お客様の国、地域、または言語を選
択してください。その後、各ロケーションにおける注文についての指示に従って
ください。

v DB2 の印刷資料を IBM 営業担当員に注文するには、以下のようにします。

1. 以下の Web サイトのいずれかから、営業担当員の連絡先情報を見つけてくだ
さい。

– IBM Directory of world wide contacts (www.ibm.com/planetwide)

– IBM Publications Web サイト (http://www.ibm.com/shop/publications/order)

国、地域、または言語を選択し、お客様の所在地に該当する Publications ホ
ーム・ページにアクセスしてください。このページから、「このサイトに
ついて」のリンクにアクセスしてください。

2. 電話をご利用の場合は、DB2 資料の注文であることをご指定ください。

3. 担当者に、注文する資料のタイトルと資料番号をお伝えください。タイトルと
資料番号は、 96ページの『DB2 テクニカル・ライブラリー (ハードコピーま
たは PDF 形式)』でご確認いただけます。

コマンド行プロセッサーから SQL 状態ヘルプを表示する
DB2 は、SQL ステートメントの結果の原因になったと考えられる条件の
SQLSTATE 値を戻します。 SQLSTATE ヘルプは、SQL 状態および SQL 状態クラ
ス・コードの意味を説明します。

SQL 状態ヘルプを呼び出すには、コマンド行プロセッサーを開いて以下のように入
力します。

? sqlstate or ? class code

ここで、sqlstate は有効な 5 桁の SQL 状態を、class code は SQL 状態の最初の 2

桁を表します。

例えば、? 08003 を指定すると SQL 状態 08003 のヘルプが表示され、 ? 08 を指
定するとクラス・コード 08 のヘルプが表示されます。

異なるバージョンの DB2 インフォメーション・センターへのアクセス

DB2 バージョン 9.5 のトピックを扱っている DB2 インフォメーション・センター
の URL は、http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9r5/です。

DB2 バージョン 9 のトピックを扱っている DB2 インフォメーション・センターの
URL は http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9/です。

DB2 バージョン 8 のトピックについては、バージョン 8 のインフォメーション・
センターの URL http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v8/にアクセスしてく
ださい。
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DB2 インフォメーション・センターにおける特定の言語でのトピックの表
示

DB2 インフォメーション・センターでは、ブラウザーの設定で指定した言語でのト
ピックの表示が試みられます。トピックがその指定言語に翻訳されていない場合
は、 DB2 インフォメーション・センターでは英語でトピックが表示されます。

v Internet Explorer Web ブラウザーで、指定どおりの言語でトピックを表示するに
は、以下のようにします。

1. Internet Explorer の「ツール」 -> 「インターネット オプション」 -> 「言語
...」ボタンをクリックします。「言語の優先順位」ウィンドウがオープンしま
す。

2. 該当する言語が、言語リストの先頭の項目に指定されていることを確認しま
す。

– リストに新しい言語を追加するには、「追加...」ボタンをクリックします。

注: 言語を追加しても、特定の言語でトピックを表示するのに必要なフォン
トがコンピューターに備えられているとはかぎりません。

– リストの先頭に新しい言語を移動するには、その言語を選択してから、そ
の言語が言語リストに先頭に行くまで「上に移動」ボタンをクリックしま
す。

3. ブラウザー・キャッシュを消去してから、ページをリフレッシュし、使用する
言語で DB2 インフォメーション・センターを表示します。

v Firefox または Mozilla Web ブラウザーの場合に、使いたい言語でトピックを表
示するには、以下のようにします。

1. 「ツール」 -> 「オプション」 -> 「詳細」 ダイアログの「言語」セクショ
ンにあるボタンを選択します。「設定」ウィンドウに「言語」パネルが表示さ
れます。

2. 該当する言語が、言語リストの先頭の項目に指定されていることを確認しま
す。

– リストに新しい言語を追加するには、「追加...」ボタンをクリックしてか
ら、「言語を追加」ウィンドウで言語を選択します。

– リストの先頭に新しい言語を移動するには、その言語を選択してから、そ
の言語が言語リストに先頭に行くまで「上に移動」ボタンをクリックしま
す。

3. ブラウザー・キャッシュを消去してから、ページをリフレッシュし、使用する
言語で DB2 インフォメーション・センターを表示します。

ブラウザーとオペレーティング・システムの組み合わせによっては、オペレーティ
ング・システムの地域の設定も希望のロケールと言語に変更しなければならない場
合があります。
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コンピューターまたはイントラネット・サーバーにインストールされた
DB2 インフォメーション・センターの更新

DB2 インフォメーション・センターをローカルにインストールしている場合は、
IBM から提供される更新をダウンロードおよびインストールすることができます。

ローカルにインストールされた DB2 インフォメーション・センターを更新するに
は、以下のことを行う必要があります。

1. コンピューター上の DB2 インフォメーション・センターを停止し、インフォメ
ーション・センターをスタンドアロン・モードで再始動します。インフォメーシ
ョン・センターをスタンドアロン・モードで実行すると、ネットワーク上の他の
ユーザーがそのインフォメーション・センターにアクセスできなくなります。こ
れで、更新をダウンロードして適用できるようになります。

2. 「更新」機能を使用することにより、どんな更新が利用できるかを確認します。
インストールする更新がある場合は、「更新」機能を使用してそれをダウンロー
ドおよびインストールできます。

注: ご使用の環境において、インターネットに接続されていないマシンに DB2

インフォメーション・センターの更新をインストールする必要がある場合は、イ
ンターネットに接続されていて DB2 インフォメーション・センターがインスト
ールされているマシンを使用して、更新サイトをローカル・ファイル・システム
にミラーリングする必要があります。ネットワーク上の多数のユーザーが資料の
更新をインストールする場合にも、更新サイトをローカルにミラーリングして、
更新サイト用のプロキシーを作成することにより、個々のユーザーが更新を実行
するのに要する時間を短縮できます。
更新パッケージが入手可能な場合、「更新」機能を使用してパッケージをダウン
ロードします。ただし、「更新」機能は、スタンドアロン・モードでのみ使用で
きます。

3. スタンドアロンのインフォメーション・センターを停止し、コンピューター上の
DB2 インフォメーション・センターを再開します。

注: Windows Vista の場合、下記のコマンドは管理者として実行する必要がありま
す。完全な管理者特権でコマンド・プロンプトまたはグラフィカル・ツールを起動
するには、ショートカットを右クリックしてから、「管理者として実行」を選択し
ます。

コンピューターまたはイントラネット・サーバーにインストール済みの DB2 イン
フォメーション・センターを更新するには、以下のようにします。

1. DB2 インフォメーション・センターを停止します。

v Windows では、「スタート」→「コントロール パネル」→「管理ツール」→
「サービス」をクリックします。次に、「DB2 インフォメーション・センタ
ー」サービスを右クリックして「停止」を選択します。

v Linux では、以下のコマンドを入力します。

/etc/init.d/db2icdv95 stop

2. インフォメーション・センターをスタンドアロン・モードで開始します。

v Windows の場合:

a. コマンド・ウィンドウを開きます。
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b. インフォメーション・センターがインストールされているパスにナビゲー
トします。デフォルトでは、DB2 インフォメーション・センターは
<Program Files>¥IBM¥DB2 Information Center¥Version 9.5 ディレクトリー
にインストールされています (<Program Files> は「Program Files」ディ
レクトリーのロケーション)。

c. インストール・ディレクトリーの doc¥bin ディレクトリーにナビゲートし
ます。

d. 次のように help_start.bat ファイルを実行します。

help_start.bat

v Linux の場合:

a. インフォメーション・センターがインストールされているパスにナビゲー
トします。デフォルトでは、DB2 インフォメーション・センターは
/opt/ibm/db2ic/V9.5 ディレクトリーにインストールされています。

b. インストール・ディレクトリーの doc/bin ディレクトリーにナビゲートし
ます。

c. 次のように help_start スクリプトを実行します。

help_start

システムのデフォルト Web ブラウザーが起動し、スタンドアロンのインフォメ
ーション・センターが表示されます。

3. 「更新」ボタン ( ) をクリックします。インフォメーション・センターの右側
のパネルで、 「更新の検索 (Find Updates)」をクリックします。既存の文書に対
する更新のリストが表示されます。

4. ダウンロード・プロセスを開始するには、ダウンロードする更新をチェックして
選択し、「更新のインストール (Install Updates)」をクリックします。

5. ダウンロードおよびインストール・プロセスが完了したら、「完了」をクリック
します。

6. スタンドアロンのインフォメーション・センターを停止します。

v Windows の場合は、インストール・ディレクトリーの doc¥bin ディレクトリ
ーにナビゲートしてから、次のように help_end.bat ファイルを実行します。

help_end.bat

注: help_end バッチ・ファイルには、help_start バッチ・ファイルを使用して
開始したプロセスを安全に終了するのに必要なコマンドが含まれています。
Ctrl-C または他の方法を使用して、help_start.bat を終了しないでください。

v Linux の場合は、インストール・ディレクトリーの doc/bin ディレクトリーに
ナビゲートしてから、次のように help_end スクリプトを実行します。

help_end

注: help_end スクリプトには、help_start スクリプトを使用して開始したプロ
セスを安全に終了するのに必要なコマンドが含まれています。他の方法を使用
して、help_start スクリプトを終了しないでください。

7. DB2 インフォメーション・センターを再開します。
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v Windows では、「スタート」→「コントロール パネル」→「管理ツール」→
「サービス」をクリックします。次に、「DB2 インフォメーション・センタ
ー」サービスを右クリックして「開始」を選択します。

v Linux では、以下のコマンドを入力します。

/etc/init.d/db2icdv95 start

更新された DB2 インフォメーション・センターに、更新された新しいトピックが
表示されます。

DB2 チュートリアル
DB2 チュートリアルは、DB2 製品のさまざまな機能について学習するのを支援しま
す。この演習をとおして段階的に学習することができます。

はじめに

インフォメーション・センター (http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2help/) か
ら、このチュートリアルの XHTML 版を表示できます。

演習の中で、サンプル・データまたはサンプル・コードを使用する場合がありま
す。個々のタスクの前提条件については、チュートリアルを参照してください。

DB2 チュートリアル

チュートリアルを表示するには、タイトルをクリックします。

「pureXML ガイド」の『pureXML™』
XML データを保管し、ネイティブ XML データ・ストアに対して基本的な
操作を実行できるように、DB2 データベースをセットアップします。

「Visual Explain チュートリアル」の『Visual Explain』
Visual Explain を使用して、パフォーマンスを向上させるために SQL ステ
ートメントを分析し、最適化し、調整します。

DB2 トラブルシューティング情報
DB2 製品を使用する際に役立つ、トラブルシューティングおよび問題判別に関する
広範囲な情報を利用できます。

DB2 ドキュメンテーション
トラブルシューティング情報は、DB2 問題判別ガイド、または DB2 イン
フォメーション・センターの「サポートおよびトラブルシューティング」セ
クションにあります。ここには、DB2 診断ツールおよびユーティリティー
を使用して、問題を切り分けて識別する方法、最も頻繁に起こる幾つかの問
題に対するソリューションについての情報、および DB2 製品を使用する際
に発生する可能性のある問題の解決方法についての他のアドバイスがありま
す。

DB2 Technical Support の Web サイト
現在問題が発生していて、考えられる原因とソリューションを検索したい場
合は、DB2 Technical Support の Web サイトを参照してください。
Technical Support サイトには、最新の DB2 資料、TechNotes、プログラム
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診断依頼書 (APAR またはバグ修正)、フィックスパック、およびその他の
リソースへのリンクが用意されています。この知識ベースを活用して、問題
に対する有効なソリューションを探し出すことができます。

DB2 Technical Support の Web サイト (http://www.ibm.com/software/data/

db2/udb/support.html) にアクセスしてください。

ご利用条件
これらの資料は、以下の条件に同意していただける場合に限りご使用いただけま
す。

個人使用: これらの資料は、すべての著作権表示その他の所有権表示をしていただ
くことを条件に、非商業的な個人による使用目的に限り複製することができます。
ただし、IBM の明示的な承諾をえずに、これらの資料またはその一部について、二
次的著作物を作成したり、配布 (頒布、送信を含む) または表示 (上映を含む) する
ことはできません。

商業的使用: これらの資料は、すべての著作権表示その他の所有権表示をしていた
だくことを条件に、お客様の企業内に限り、複製、配布、および表示することがで
きます。 ただし、IBM の明示的な承諾をえずにこれらの資料の二次的著作物を作
成したり、お客様の企業外で資料またはその一部を複製、配布、または表示するこ
とはできません。

ここで明示的に許可されているもの以外に、資料や資料内に含まれる情報、デー
タ、ソフトウェア、またはその他の知的所有権に対するいかなる許可、ライセン
ス、または権利を明示的にも黙示的にも付与するものではありません。

資料の使用が IBM の利益を損なうと判断された場合や、上記の条件が適切に守ら
れていないと判断された場合、IBM はいつでも自らの判断により、ここで与えた許
可を撤回できるものとさせていただきます。

お客様がこの情報をダウンロード、輸出、または再輸出する際には、米国のすべて
の輸出入関連法規を含む、すべての関連法規を遵守するものとします。

IBM は、これらの資料の内容についていかなる保証もしません。これらの資料は、
特定物として現存するままの状態で提供され、商品性の保証、特定目的適合性の保
証および法律上の瑕疵担保責任を含むすべての明示もしくは黙示の保証責任なしで
提供されます。
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付録 B. 特記事項

本書は米国 IBM が提供する製品およびサービスについて作成したものです。

本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合
があります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、日本 IBM

の営業担当員にお尋ねください。本書で IBM 製品、プログラム、またはサービス
に言及していても、その IBM 製品、プログラム、またはサービスのみが使用可能
であることを意味するものではありません。これらに代えて、IBM の知的所有権を
侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを使用す
ることができます。ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作またはサービスの
評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。

IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を
保有している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実
施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合わ
せは、書面にて下記宛先にお送りください。

〒106-8711

東京都港区六本木 3-2-12

日本アイ・ビー・エム株式会社
法務・知的財産
知的財産権ライセンス渉外

以下の保証は、国または地域の法律に沿わない場合は、適用されません。 IBM お
よびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの状態で提
供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を含むす
べての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。国または地域によっ
ては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定の制限
を受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的
に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。 IBM は予告なしに、随
時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更を
行うことがあります。

本書は、IBM 以外の Web サイトおよびリソースへのリンクまたは参照を含む場合
があります。 IBM は、本書より参照もしくはアクセスできる、または本書からリ
ンクされた IBM 以外の Web サイトもしくは第三者のリソースに対して一切の責任
を負いません。 IBM 以外の Web サイトにリンクが張られていることにより IBM

が当該 Web サイトを推奨するものではなく、またその内容、使用もしくはサイト
の所有者について IBM が責任を負うことを意味するものではありません。 また、
IBM は、お客様が IBM Web サイトから第三者の存在を知ることになった場合にも
(もしくは、IBM Web サイトから第三者へのリンクを使用した場合にも) 、お客様
と第三者との間のいかなる取引に対しても一切責任を負いません。 従って、お客様
は、IBM が上記の外部サイトまたはリソースの利用について責任を負うものではな
く、また、外部サイトまたはリソースからアクセス可能なコンテンツ、サービス、
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製品、またはその他の資料一切に対して IBM が責任を負うものではないことを承
諾し、同意するものとします。 第三者により提供されるソフトウェアには、そのソ
フトウェアと共に提供される固有の使用条件が適用されます。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこと
のない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとしま
す。

本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムとその他のプロ
グラム (本プログラムを含む) との間での情報交換、および (ii) 交換された情報の
相互利用を可能にすることを目的として、本プログラムに関する情報を必要とする
方は、下記に連絡してください。

IBM Canada Limited

Office of the Lab Director

8200 Warden Avenue

Markham, Ontario

L6G 1C7

CANADA

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用することができま
すが、有償の場合もあります。

本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセンス資料は、
IBM 所定のプログラム契約の契約条項、IBM プログラムのご使用条件、またはそれ
と同等の条項に基づいて、IBM より提供されます。

この文書に含まれるいかなるパフォーマンス・データも、管理環境下で決定された
ものです。そのため、他の操作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。
一部の測定が、開発レベルのシステムで行われた可能性がありますが、その測定値
が、一般に利用可能なシステムのものと同じである保証はありません。さらに、一
部の測定値が、推定値である可能性があります。実際の結果は、異なる可能性があ
ります。お客様は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要がありま
す。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公
に利用可能なソースから入手したものです。 IBM は、それらの製品のテストは行
っておりません。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の
要求については確証できません。 IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それら
の製品の供給者にお願いします。

IBM の将来の方向または意向に関する記述については、予告なしに変更または撤回
される場合があり、単に目標を示しているものです。

本書には、日常の業務処理で用いられるデータや報告書の例が含まれています。よ
り具体性を与えるために、それらの例には、個人、企業、ブランド、あるいは製品
などの名前が含まれている場合があります。これらの名称はすべて架空のものであ
り、名称や住所が類似する企業が実在しているとしても、それは偶然にすぎませ
ん。

著作権使用許諾:
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本書には、様々なオペレーティング・プラットフォームでのプログラミング手法を
例示するサンプル・アプリケーション・プログラムがソース言語で掲載されていま
す。お客様は、サンプル・プログラムが書かれているオペレーティング・プラット
フォームのアプリケーション・プログラミング・インターフェースに準拠したアプ
リケーション・プログラムの開発、使用、販売、配布を目的として、いかなる形式
においても、IBM に対価を支払うことなくこれを複製し、改変し、配布することが
できます。このサンプル・プログラムは、あらゆる条件下における完全なテストを
経ていません。従って IBM は、これらのサンプル・プログラムについて信頼性、
利便性もしくは機能性があることをほのめかしたり、保証することはできません。

それぞれの複製物、サンプル・プログラムのいかなる部分、またはすべての派生し
た創作物には、次のように、著作権表示を入れていただく必要があります。

© (お客様の会社名) (西暦年). このコードの一部は、IBM Corp. のサンプル・プロ
グラムから取られています。 © Copyright IBM Corp. _年を入れる_. All rights

reserved.

商標

DB2 バージョン 9.5 ドキュメンテーション・ライブラリーの資料に記載されている
会社名、製品名、またはサービス名は、 IBM Corporation の商標である可能性があ
ります。 IBM Corporation の商標については、http://www.ibm.com/legal/

copytrade.shtml を参照してください。

以下は、それぞれ各社の商標または登録商標です。

Microsoft®、 Windows、 Windows NT®、および Windows ロゴは、Microsoft

Corporation の米国およびその他の国における商標です。

Intel®、 Intel ロゴ、Intel Inside® ロゴ、Intel Centrino®、Intel Centrino ロゴ、
Celeron®、Intel Xeon®、 Intel SpeedStep®、 Itanium® および Pentium® は、Intel

Corporation の米国およびその他の国における商標です。

Java™ およびすべての Java 関連の商標およびロゴは、Sun Microsystems, Inc. の米
国およびその他の国における商標です。

UNIX® は、The Open Group の米国およびその他の国における登録商標です。

Linux は、Linus Torvalds の米国およびその他の国における商標です。

Adobe®、Adobe ロゴ、PostScript®、PostScript ロゴは、Adobe Systems Incorporated

の米国およびその他の国における登録商標または商標です。

他の会社名、製品名およびサービス名等はそれぞれ各社の商標です。
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索引
日本語, 数字, 英字, 特殊文字の順に配列されてい
ます。なお, 濁音と半濁音は清音と同等に扱われて
います。

［ア行］
アクセス・プラン
改善
単一パーティション・データベース環境での 15

パーティション・データベース環境での 35

概要 69

期限切れ 89

グラフィカル表現の表示 84

現在の統計の収集
単一パーティション・データベース環境での 21

パーティション・データベース環境での 39

コマンド・エディターからの作成 83

索引または統計を使用しない照会
単一パーティション・データベース環境での 16

パーティション・データベース環境での 36

追加の索引の作成
単一パーティション・データベース環境での 31

パーティション・データベース環境での 48

複数の表を結合するための列に対する索引の作成
単一パーティション・データベース環境での 25

パーティション・データベース環境での 43

LONGDATACOMPAT を使用しているときの検索 90

アクセス・プラン・グラフ 69

外観の変更 13

拡大 10

記号の読み取り 10

詳細の取得 11

すでに EXPLAIN された SQL または XQuery ステートメ
ントのリストの 9

ノード 70

表示および使用 9

印刷資料
注文 98

インフォメーション・センター
更新 101

バージョン 99

別の言語で表示する 100

演算子
定義 74

DELETE 55

EISCAN 55

Explain 情報 72

FETCH 56

FILTER 56

GENROW 56

演算子 (続き)

GRPBY 57

HSJOIN 57

INSERT 58

IXAND 58

IXSCAN 59

MSJOIN 59

NLJOIN 60

RETURN 60

RIDSCN 61

RPD 61

SHIP 61

SORT 62

TBSCAN 62

TEMP 63

TQ 64

UNION 64

UNIQUE 64

UPDATE 64

XANDOR 65

XISCAN 66

XSCAN 68

オプティマイザー
定義 76

オペランド
定義 74

［カ行］
カーソル
ブロッキング
定義 71

行ブロッキング
カーソル・ブロッキングを参照 71

クラスタリング
定義 70

更新
インフォメーション・センター 101

DB2 インフォメーション・センター 101

コスト
定義 71

コマンド
EXPLAIN.DDL 3

RUNSTATS、使用 90

vesampl.ddl 4

コマンド・エディター
アクセス・プランの追加 83

ご利用条件
資料の使用 104

© Copyright IBM Corp. 2002, 2007 109



［サ行］
索引
作成 89

パーティション・データベース環境における表の列に対する
48

作成
索引 89

システム管理表スペース
定義 80

述部
定義 76

述部の選択度
定義 78

照会最適化クラス
定義 77

資料
使用に関するご利用条件 104

PDF および印刷資料 96

資料の概説 95

スター型結合
定義 79

静的 SQL または XQuery ステートメント
定義 80

［タ行］
チュートリアル
トラブルシューティングと問題判別 103

Visual Explain v, 103

データベース管理スペース (DMS)

定義 72

動的 SQL または XQuery ステートメント
定義 72

特記事項 105

トラブルシューティング
オンライン情報 103

チュートリアル 103

［ハ行］
パッケージ
定義 76

EXPLAIN 可能ステートメントを表示する 88

表スペース
定義 80

ヘルプ
表示 100

SQL ステートメントの 99

［マ行］
問題判別
オンライン情報 103

チュートリアル 103

C
containers

定義 71

CREATE INDEX ステートメント
概要 89

D
DB2 インフォメーション・センター
更新 101

バージョン 99

別の言語で表示する 100

DB2 資料の印刷方法 98

DELETE 演算子
定義 55

E
EISCAN 演算子
定義 55

EXPLAIN 可能ステートメント
定義 74

表示 88

Explain 機能
表示される情報
データ演算子 72

XML 文書フラグメントの例 78

EXPLAIN された SQL ステートメント
定義 74

履歴の表示 85

EXPLAIN された XQuery ステートメント
定義 74

履歴の表示 85

EXPLAIN スナップショット 3

静的 SQL または XQuery ステートメント用の 6

定義 73

動的 SQL または XQuery ステートメント用の 5

Visual Explain チュートリアル用の 4

Explain 表
作成 3

EXPLAIN.DDL

コマンド 3

explsnap オプション 6

F
FETCH 演算子
定義 56

FILTER 演算子
定義 56
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G
GENROW 演算子
定義 56

GRPBY 演算子
定義 57

H
HSJOIN 演算子
定義 57

I
INSERT 演算子
定義 58

IXAND 演算子
定義 58

IXSCAN 演算子
定義 59

L
LONGDATACOMPAT

アクセス・プランの検索 90

M
MSJOIN 演算子
定義 59

N
NLJOIN 演算子
定義 60

R
RETURN 演算子
定義 60

RIDSCN 演算子
定義 61

RPD 演算子
定義 61

RUNSTATS コマンド
使用 90

S
SHIP 演算子
定義 61

SORT 演算子
定義 62

SQL ステートメント
ヘルプを表示する 99

EXPLAIN された
履歴の表示 85

T
TBSCAN 演算子
定義 62

TEMP 演算子
定義 63

TQ 演算子
定義 64

U
UNION 演算子
定義 64

UNIQUE 演算子
定義 64

UPDATE 演算子
定義 64

V
vesampl.ddl コマンド 4

Visual Explain

アクセス・プラン 69

アクセス・プラン・グラフ 69

初期および後のリリースのサポート 91

チュートリアル v, 1, 103

定義 81

Visual Explain チュートリアル
概念 69

タスク 55, 83

X
XANDOR 演算子
サンプル文書 78

定義 65

XISCAN 演算子
サンプル文書 78

定義 66

XQuery ステートメント
EXPLAIN された
履歴の表示 85

XSCAN 演算子
サンプル文書 78

定義 68

索引 111
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